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除
雪
の
た
め
の

５
つ

の
お
願
い

Ｑ
近
く
の
公
園
に
雪
を
捨
て
た
い
。

Ａ
冬
場
の
公
園
利
用
に
支
障
の
な
い

範
囲
で
、
家
庭
の
雪
捨
て
を
認
め

て
い
ま
す
。
遊
具
や
樹
木
な
ど
公

園
の
施
設
を
傷
め
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
雪
捨
て
場

も
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
併
せ

て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

Ｑ
除
雪
業
者
に
よ
り
仕
上
が
り
に
差

が
あ
る
の
で
、
指
導
を
し
て
も
ら

い
た
い
。

Ａ
除
雪
機
械
の
規
模
や
性
能
、
積
雪
・

道
路
形
態
・
路
面
状
況
に
よ
っ
て

仕
上
が
り
に
差
が
出
る
場
合
も
あ

り
ま
す
が
、
通
行
に
支
障
を
及
ぼ

す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
指
導
し
ま

す
。

Ｑ
路
上
駐
車
の
取
り
締
ま
り
を
強
化

し
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
市
で
は
直
接
取
り
締
ま
る
こ
と
が

で
き
な
い
の
で
、
町
内
会
な
ど
地

域
内
で
呼
び
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
い
つ
排
雪
し
て
く
れ
る
の
で
す
か
。

Ａ
幹
線
道
路
や
交
通
量
の
多
い
交
差

点
付
近
な
ど
で
、
降
雪
と
除
雪
の

繰
り
返
し
に
よ
り
道
路
両
側
の
雪

山
が
交
通
障
害
の
原
因
と
な
る
と

き
な
ど
、
状
況
に
応
じ
て
排
雪
し

ま
す
。

Ｑ
除
雪
出
動
基
準
の
お
お
む
ね
降
雪

量
15
㌢
㍍
と
は
ど
の
よ
う
に
確
認

し
て
い
る
の
で
す
か
。

Ａ
パ
ト
ロ
ー
ル
や
消
防
署
・
各
消
防

支
署
、
各
支
所
な
ど
か
ら
情
報
を

収
集
し
出
動
を
判
断
し
ま
す
。

Ｑ
玄
関
や
車
庫
前
の
雪
の
処
理
を
き

ち
ん
と
し
て
ほ
し
い
。

Ａ
玄
関
や
車
庫
前
の
雪
の
処
理
を
す

る
に
は
多
く
の
時
間
と
費
用
を
要

す
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
雪
の
処
理

は
し
て
い
ま
せ
ん
。
降
雪
量
や
状

況
に
よ
り
、
ど
う
し
て
も
一
部
の

雪
な
ど
が
玄
関
や
車
庫
前
に
置
き

去
り
に
な
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ｑ
除
雪
後
の
路
面
が
滑
る
の
で
、
な

ん
と
か
し
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
幹
線
道
路
な
ど
は
状
況
を
見
な
が

ら
、
交
通
障
害
が
予
測
さ
れ
る
場

合
に
は
凍
結
防
止
剤
を
散
布
し
ま

す
。
生
活
道
路
は
坂
道
箇
所
な
ど

に
砂
箱
を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、

必
要
に
応
じ
皆
さ
ん
で
散
布
を
お

願
い
し
ま
す
。

除除
  
雪雪

除
雪
の
疑
問

問
い
合
わ
せ　

　

土
木
グ
ル
ー
プ

 

（
☎
85
３
２
６
０
）

　

市
の
除
雪
延
長
は
268
㌔
㍍
で
、
33
業
者
に

除
雪
作
業
を
委
託
し
て
い
ま
す
。

　

市
は
、
限
ら
れ
た
台
数
の
除
雪
機
械
で
速

や
か
に
交
通
確
保
す
る
た
め
、
雪
を
道
路
の

両
脇
に
か
き
分
け
て
除
雪
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
一
人
一
人
の
協
力
で
、
除
雪
効
果

が
大
き
く
上
が
り
ま
す
の
で
、
通
り
や
す
い

冬
道
を
つ
く
る
た
め
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

道
路
を
除
雪
し
た
後
の
玄
関
前
や

車
庫
前
に
か
き
分
け
た
雪
は
、
道

路
へ
は
出
さ
ず
、
道
路
脇
や
各
家

庭
の
敷
地
内
で
処
理
を
お
願
い
し

ま
す
。

路
上
駐
車
は
、
除
雪
作
業
が
で
き

な
く
な
る
場
合
が
あ
り
、
み
ん
な

に
迷
惑
が
掛
か
り
ま
す
。

１２
間
口
の
雪
処
理
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

路
上
駐
車
は
し
な
い
で

く
だ
さ
い

地
域
・

地
域
・

　

一
人
一
人
の

　

一
人
一
人
の

　
　
　

ご
協
力
を

　
　
　

ご
協
力
を

2 除雪



緑町１丁目

至 鷲別駅 至 幌別駅

至 室蘭 国道36号 至 白老

道道登別室蘭インター線

陸上自衛隊
幌別駐屯地

北海道
コカ・コーラ
ボトリング

登別ベルコ
会館

交番
出入

雪捨て場

若草町１丁目

雪捨て場

道道上登別室蘭線至 室蘭 至 幌別

至 鷲別駅 至 幌別駅

若草小学校

ジャパンスイミング
スクール登別

平成斎場若草公園
出入

富岸町 3丁目

雪
捨
て
場

富
岸
川

TSUTAYA登別店
ガスト登別店

サンワドー
登別店

ツルハドラッグ
登別富岸店マックスバリュ

登別店

緑陽中学校

至 室蘭 道道上登別室蘭線

市
道
鷲
別
学
田
路
線

至 幌別

出入

登別東町 3丁目

雪捨て場

至 室蘭

伏古別川

婦人センター

登別マリンパークニクス

国道36号 至 白老

出入

富岸町

道央自動車道至 室蘭 至 白老

亀田霊園

亀田記念公園

雪捨て場 出入

【利用上の注意】
●雪以外の物は持ち込まないでください　　　　●雪捨て場は奥側からご利用ください
●大型店舗の駐車場などの雪はご遠慮ください　●雪の堆積状況により予告なく閉鎖することがあります

雪捨て場をご利用ください
利用時間：10時～17時

家
庭
敷
地
内
な
ど
の
雪
を
道
路
へ

出
す
と
道
幅
が
狭
く
な
っ
た
り
、

わ
だ
ち
が
で
き
や
す
く
な
り
、
交

通
事
故
や
交
通
障
害
を
引
き
起
こ

す
原
因
に
な

り
ま
す
。
ま

た
、
道
路
へ

の
『
雪
出
し
』

は
法
律
で
禁

止
さ
れ
て
い

ま
す
。

除
雪
作
業
中
は
大
変
危
険
で
す
。

作
業
は
安
全
第
一
で
行
っ
て
い
ま

す
が
、
事
故

防
止
の
た
め
、

除
雪
車
が
来

た
ら
近
づ
か

な
い
で
く
だ

さ
い
。

急
な
坂
道
に
は
、
滑
り
止
め
用
の

砂
箱
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
散
布

と
管
理
に
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

３４５
道
路
へ
の
雪
出
し
は

や
め
ま
し
ょ
う

除
雪
車
に
は
近
づ
か
な

い
で
く
だ
さ
い

滑
り
止
め
用
の
砂
、
融
雪

剤
の
散
布
に
ご
協
力
を

新　規新　規
追加場所追加場所
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◆ 

任
用
期
間　

4
月
１
日
〜
平
成
27

年
3
月
31
日

※ 

勤
務
成
績
が
良
好
な
場
合
は
、
任

用
期
間
を
更
新
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
た
だ
し
、
採
用
さ
れ
た
日

か
ら
5
年
間
か
、
65
歳
に
達
し
た

日
の
属
す
る
年
度
末
の
ど
ち
ら
か

早
い
日
ま
で
を
限
度
と
し
ま
す
。

◆ 

試
験
月
日
・
場
所
（
予
定
）　

3

月
１
日
㈯
・
市
役
所
（
時
間
は
、

後
日
ご
連
絡
し
ま
す
）

◆
試
験
方
法　

面
接
試
験

◆ 
申
込
方
法　

人
事
・
行
政
管
理
グ

ル
ー
プ
や
各
支
所
に
備
え
付
け
、

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

2
月
12
日
㈬
ま
で
に
人
事
・
行
政

管
理
グ
ル
ー
プ
に
持
参
し
て
く
だ

さ
い

※ 

給
料
月
額
は
、
2
月
１
日
現
在
の

も
の
で
す

※ 

対
象
と
な
る
年
齢
と
資
格
の
基
準

日
は
平
成
26
年
4
月
１
日
現
在
で

す
。

す
る
相
談
等
業
務

時
①
9
時
〜
15
時
45
分
（
月
〜
木
曜

日
）
、
②
9
時
〜
14
時
45
分
（
金

曜
日
）

休
土
・
日
曜
日
、
祝
日
な
ど

給
12
万
9
千
100
円

い
が
多
い
た
め
、
体
力
の
あ
る
方

所
内
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
：
学
校
給

食
の
調
理
や
食
器
な
ど
の
洗
浄
と

簡
単
な
機
械
操
作
業
務

時
①
8
時
30
分
〜
15
時
30
分
、
②
9

時
〜
16
時

※
4
週
で
①
が
１
週
、
②
が
3
週
程

度
で
す
。

休
土
・
日
曜
日
、
祝
日
な
ど

※
学
校
の
夏
・
冬
・
春
休
み
期
間
に

時
間
調
整
に
よ
る
休
み
あ
り
。

給
12
万
200
円

◎
夜
警
員 

１
人

◎
専
門
員 

１
人

◎
調
理
員
（
学
校
） 

１
人

◎
徴
収
員 

７
人

◎
児
童
虐
待
相
談
員 

１
人

◎
公
務
補
（
学
校
） 

６
人

◎
就
労
支
援
相
談
員 

１
人

対
50
〜
63
歳
の
方

所
内
市
役
所
：
宿
日
直
業
務

時
①
17
時
〜
9
時
、
②
9
時
〜
17
時 

（
②
は
2
週
間
に
１
回
程
度
）

休
3
日
勤
務
の
１
日
休
み

給
12
万
9
千
100
円

対
30
〜
63
歳
で
、
英
検
2
級
ま
た
は

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
ス
コ
ア
700
点
程
度
な

ど
英
語
に
対
し
て
一
定
以
上
の
力

量
を
客
観
的
に
示
す
も
の
が
あ
り
、

英
語
に
よ
る
電
話
や
電
子
メ
ー
ル

で
の
連
絡
調
整
業
務
が
可
能
、
か

つ
普
通
免
許
を
有
し
2
年
以
上
運

転
経
験
の
あ
る
方

所
内
市
役
所
：
友
好
都
市
な
ど
と
の

交
流
事
業
の
連
絡
調
整
業
務
、
国

際
交
流
団
体
へ
の
活
動
支
援
業
務

時
①
9
時
〜
15
時
45
分
（
月
〜
木
曜

日
）
、
②
9
時
〜
14
時
45
分
（
金

曜
日
）

休
土
・
日
曜
日
、
祝
日
な
ど

給
12
万
9
千
100
円

対
35
〜
63
歳
で
、
重
量
物
の
取
り
扱

対
30
〜
63
歳
で
、
普
通
運
転
免
許
を

有
し
、
2
年
以
上
運
転
経
験
の
あ

る
方

所
内
市
役
所
：
市
税
や
国
民
健
康
保

険
税
な
ど
の
徴
収
業
務

時
週
29
時
間
勤
務
。
基
本
勤
務
割
は

①
9
時
〜
16
時
、
②
11
時
〜
17
時
、

③
10
時
45
分
〜
17
時
30
分

休
土
・
日
曜
日
、
祝
日
な
ど

給
12
万
9
千
100
円

対
55
〜
63
歳
で
、
普
通
運
転
免
許
を

有
し
、
2
年
以
上
運
転
経
験
の
あ

る
方

所
内
市
役
所
：
子
ど
も
の
虐
待
に
関

対
50
〜
63
歳
で
、
小
破
修
繕
が
で
き

る
方

所
内
市
内
小
・
中
学
校
：
学
校
の
維

持
管
理
業
務

時
①
7
時
30
分
〜
13
時
、
②
10
時
30

分
〜
16
時

休
土
・
日
曜
日
、
祝
日
な
ど

給
12
万
2
千
500
円

対
40
〜
63
歳
で
、
就
労
や
福
祉
に
関

す
る
相
談
業
務
が
可
能
で
、
普
通

運
転
免
許
を
有
し
2
年
以
上
運
転

経
験
の
あ
る
方

所
内
市
役
所
：
生
活
保
護
受
給
者
へ

の
就
労
支
援

時
①
10
時
15
分
〜
17
時
30
分
（
月
曜

日
）
、
②
13
時
〜
17
時
30
分
（
火
・

木
曜
日
）
③
10
時
〜
17
時
30
分

（
水
・
金
曜
日
）

休
土
・
日
曜
日
、
祝
日
な
ど

給
12
万
9
千
100
円

対
＝
対
象

所
＝
勤
務
地

内
＝
主
な
業
務
内
容

時
＝
一
日
の
勤
務
時
間

休
＝
休
日
な
ど

給
＝
給
料
月
額

登別市嘱託員登別市嘱託員をを募集します募集します
申し込み・問い合わせ
人事・行政管理グループ（☎85１１３２）

記号の見方

4 登別市嘱託員を募集します



間
勤
務
（
勤
務
割
は
別
途
定
め
る
）

休
土
・
日
曜
日
、
祝
日
な
ど
勤
務
割

に
よ
る

給
12
万
9
千
100
円

時
週
29
時
間
勤
務
。
基
本
勤
務
割
は

①
13
時
〜
18
時
（
月
・
木
・
金
曜

日
）
、
②
14
時
〜
18
時
（
火
・
水

曜
日
）
、
③
12
時
〜
18
時
（
土
曜

日
）

休
日
曜
日
、
祝
日
な
ど

給
13
万
4
千
100
円

◎
調
理
員
（
保
育
所
） 

２
人

◎
公
務
補
（
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
） 

１
人

◎
浄
水
場
管
理
人 

２
人

◎
放
課
後
児
童
指
導
員 

２
人

◎
検
針
徴
収
員 

１
人

◎
司
書 

若
干
名

◎
業
務
員 

１
人

対
30
〜
63
歳
で
、
調
理
師
免
許
を
有

す
る
か
、
調
理
経
験
の
あ
る
方

所
内
市
内
保
育
所
：
給
食
の
調
理
や

食
器
の
洗
浄
業
務

時
①
8
時
45
分
〜
14
時
40
分
（
月
〜

金
曜
日
）
、
9
時
〜
12
時
（
土
曜

日
）
、
②
10
時
〜
15
時
55
分
（
月

〜
金
曜
日
）
、
9
時
30
分
〜
12
時

30
分
（
土
曜
日
）

休
日
曜
日
、
祝
日
な
ど

給
12
万
8
千
400
円

対
40
〜
63
歳
で
、
小
破
修
繕
が
で
き

る
方

所
内
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
：
同
セ
ン

タ
ー
の
維
持
・
管
理
業
務

時
9
時
〜
17
時
（
木
〜
日
曜
日
）

休
月
〜
水
曜
日
、
祝
日
の
翌
日
な
ど

給
12
万
9
千
100
円

対
50
〜
63
歳
で
、
自
家
用
車
な
ど
で

通
勤
可
能
な
方

※
対
人
１
億
円
・
対
物
200
万
円
以
上

の
任
意
保
険
加
入
が
必
要
で
す
。

所
内
市
内
浄
水
場
：
浄
水
場
の
運
転

操
作
、
維
持
管
理
業
務

時
①
17
時
30
分
〜
8
時
30
分
ま
た
は

18
時
〜
9
時
（
仮
眠
時
間
あ
り
）
、

②
9
時
〜
17
時
30
分

※
5
週
で
①
が
14
回
、
②
が
2
回
が

基
本
で
す
。

休
5
週
に
19
日
が
基
本

給
12
万
9
千
100
円

対
30
〜
63
歳
で
、
保
育
士
な
ど
の
資

格
ま
た
は
教
諭
免
許
を
有
す
る
方

所
内
市
内
児
童
ク
ラ
ブ
：
遊
具
や
図

書
な
ど
を
通
し
て
、
児
童
に
健
全

な
遊
び
を
指
導
す
る
業
務

対
35
〜
63
歳
で
、
普
通
運
転
免
許
を

有
し
2
年
以
上
運
転
経
験
の
あ
る

方
所
内
市
役
所
：
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検

針
業
務
と
料
金
の
徴
収
業
務

時
9
時
〜
17
時
30
分
の
う
ち
週
29
時

対
30
〜
63
歳
で
、
図
書
館
司
書
資
格

を
有
す
る
方

※
司
書
教
諭
資
格
は
不
可
。

所
内
図
書
館
：
図
書
館
司
書
の
業
務

時
①
10
時
〜
16
時
15
分
、
②
13
時
30

分
〜
19
時
45
分
（
隔
週
木
曜
日
）
、

③
10
時
〜
13
時
（
隔
週
日
曜
日
）

休
月
曜
日
、
祝
日
、
勤
務
を
割
り
振

ら
な
い
隔
週
の

日
曜
日
な
ど

給
13
万
4
千
100
円

対
35
〜
63
歳
で
、
普
通
運
転
免
許
を

有
し
、
2
年
以
上
運
転
経
験
の
あ

る
方

所
内
市
役
所
：
止
水
栓
の
開
閉
、
異

常
水
量
の
確
認
業
務
、
精
算
検
針

業
務

時
①
9
時
〜
15
時
30
分
（
月
〜
木
曜

日
）
、
②
10
時
〜
16
時
45
分
（
金

曜
日
）

休
土
・
日
曜
日
、
祝
日
な
ど

給
12
万
9
千
100
円

新規卒業者などの緊急雇用対策を行います

申し込み・問い合わせ　人事・行政管理グループ（☎85１１３２）

職務内容 募集人員 勤務時間 賃金日額 応募要件

事務補助 3人

月～金曜日　 9時～17時30分
※ 上記の範囲内で勤務時間、勤
務日数を変更する場合があり
ます。

5,890円

• 大学、短大、高校、専門学校などを平成24
年 3 月以降に卒業または平成26年 3 月に卒
業見込みの方
• 応募時点で就職が未定（無職）の方
• パソコン操作（ワード、エクセル）が可能
な方
• 市内居住（予定）の方

　市は、就職を希望しながら就職が決まっていない新規卒業者などを対象に、臨時職員を募集します。
市での就業経験を通じて、職業人としてのステップアップを図り、民間企業などへの就業促進につな
げてください。

▼任用期間　 4月１日～ 9月30日（勤務成績が良好であれば、最大 6カ月の延長があります）

▼選考　面接と書類選考 

▼  申込方法　 2月 3日㈪～14日㈮に事前に電話で申し込みをし、市販の履歴書（写真貼付）に必要事
項を記入の上、指定された日時に本人が人事・行政管理グループ（市役所 3階）に持参してくださ
い。

5 登別市嘱託員を募集します
新規卒業者などの緊急雇用対策を行います



▼任用期間　 4月１日～ 9月30日（ 6カ月間）

▼選考　面接と書類選考

▼  申込方法　 2月 3日㈪～14日㈮に事前に電話で申し込みをし、市販の履歴書（写真貼付）に必要事項
を記入の上、指定された日時に本人が人事・行政管理グループ（市役所 3階）に持参してください。
※ 資格の必要な職種に申し込む方は、資格を確認できるもの（資格証の写しなど）も持参してください。

職　種 募集
人数 勤務地 業務内容 賃　金 勤務時間など 休日など 資格など

事務補助 3 人
程度

市役所、教育
委員会など 事務一般 日額

5,890円

9 時～17時30分
※ 上記時間の範囲内で、勤
務時間、日数を変更する
場合があります。

土・日曜日、
祝日など

パソコン操作
（ワード・エ
クセル）が可
能な方

技術補助 5 人
程度 市内小中学校 特別支援学級

介助業務
日額
5,890円 7 時45分～16時15分

土・日曜日、
祝日、夏季
休業日など

公 務 補 1 人 市役所 道路補修業務 日額
5,890円 9 時～17時30分 土・日曜日、

祝日など

土木作業など
の経験がある
方で普通運転
免許を有し、
2年以上運転
経験のある方

保 育 士

5 人
程度

市内保育所、
中央子育て支
援センター

保育業務

日額
8,060円
または
時給
1,040円

•月～金曜日
7 時15分～17時30分の時
間内で 1日 7時間45分の
勤務
•土曜日
7 時15分～12時30分の時
間内で 1日 3時間の勤務
•休日保育勤務日
7 時45分～18時15分の時
間内で 1日 7時間45分の
勤務

日曜日、祝
日など（ 4
週 7休）
※ 年に 3回
程度、休
日の勤務
あり 保育士資格を

有する方

1人 保育業務
（延長保育）

時給
1,040円

•月～金曜日
15時15分～19時15分
•土曜日
11時30分～19時15分
※ 月14日以内、週20時間未
満の勤務となります。

日曜日、祝
日など

介護認定
調 査 員 1 人 市役所 介護認定調査

業務
時給
960円

9 時～17時30分
※ 月14日以内、週20時間未
満の勤務となります。

土・日曜日、
祝日など

看護師免許を
有する方で普
通運転免許を
有し、 2年以
上運転経験の
ある方

※資格の基準日は平成26年 4 月１日現在とし、性別は問いません。
※募集内容は、計画案に基づくものであり、多少の変更が生じる場合があります。

登別市臨時職員を募集します登別市臨時職員を募集します
申し込み・問い合わせ　人事・行政管理グループ（☎85１１３２）申し込み・問い合わせ　人事・行政管理グループ（☎85１１３２）

6 登別市臨時職員を募集します



る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

● 

市
内
に
住
所
の
あ
る
方
は
、
原
則

と
し
て
所
得
税
の
確
定
申
告
ま
た

は
市
・
道
民
税
の
申
告
を
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す

※ 

次
の
要
件
に
該
当
す
る
方
は
申
告

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

• 

給
与
収
入
の
み
（
年
末
調
整
済
み
）

で
、
勤
務
先
か
ら
市
に
給
与
支
払

報
告
書
が
提
出
さ
れ
る
方

• 

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
の
合
計

額
が
400
万
円
以
下
で
給
与
等
の
所

得
が
20
万
円
以
下
の
方

※ 

所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
と
き
や

市
・
道
民
税
算
定
の
際
に
控
除

（
医
療
費
控
除
な
ど
）
を
追
加
す

る
と
き
は
申
告
が
必
要
で
す
。

●
電
話
で
申
告
が
で
き
る
方

• 

平
成
25
年
中
の
収
入
が
な
か
っ
た

方
• 

収
入
が
遺
族
年
金
や
障
害
年
金
、

福
祉
年
金
な
ど
非
課
税
年
金
の
み

の
方

• 

収
入
が
雇
用
保
険
か
ら
の
給
付
金

や
傷
病
手
当
金
の
み
の
方

※ 

医
療
保
険
（
国
民
健
康
保
険
・
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
）
の
保
険
税

（
料
）
の
算
定
と
、
市
が
行
う
医

療
助
成
の
受
給
者
証
交
付
な
ど
に

影
響
が
あ
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
申
告
に
必
要
な
も
の

① 

申
告
す
る
方
の
印
鑑
（
朱
肉
を
使

う
も
の
）

② 

平
成
25
年
中
の
収
入
金
額
を
証
明

す
る
書
類
（
原
本
）

• 

給
与
所
得
、
公
的
年
金
の
源
泉
徴

収
票

• 

報
酬
、
料
金
な
ど
の
受
給
額
を
証

明
す
る
書
類
（
支
払
調
書
な
ど
）

• 

不
動
産
収
入
な
ど
の
あ
る
方
は
、

収
入
・
支
出
の
帳
簿
や
領
収
書

• 

生
命
保
険
な
ど
の
年
金
型
受
け
取

り
を
証
明
す
る
書
類

• 
生
命
保
険
な
ど
の
満
期
・
解
約
時

の
一
時
所
得
を
証
明
す
る
書
類

③ 

平
成
25
年
中
の
社
会
保
険
料
な
ど

の
支
払
い
を
証
明
す
る
書
類

• 

国
民
健
康
保
険
税
ま
た
は
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
の
納
付
確
認
書

（
は
が
き
）
ま
た
は
領
収
書

• 

介
護
保
険
料
の
領
収
書

• 

国
民
年
金
保
険
料
控
除
証
明
書
ま

た
は
領
収
書

• 

健
康
保
険
料
（
任
意
継
続
）
の
領

収
書

• 

生
命
保
険
料
控
除
証
明
書
・
地
震

保
険
料
控
除
証
明
書

④ 

配
偶
者
に
収
入
の
あ
る
方
は
、
そ

の
収
入
金
額
を
証
明
す
る
書
類

（
源
泉
徴
収
票
な
ど
）

⑤ 

医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
は
、
平

成
25
年
中
に
支
払
っ
た
医
療
費
の

領
収
書
と
明
細
書
、
医
療
費
を
補

て
ん
す
る
保
険
金
（
高
額
療
養
費
、

入
院
給
付
金
な
ど
）
の
金
額
が
わ

か
る
も
の

※ 

領
収
書
は
、
受
診
者
・
病
院
ご
と

に
分
け
、
『
医
療
費
の
明
細
書
』

（
税
務
グ
ル
ー
プ
に
備
え
付
け
）

な
ど
に
医
療
費
の
内
訳
と
合
計
額

を
記
載
し
た
も
の
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

⑥ 

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受
け

る
方
（
平
成
25
年
中
に
入
居
し
た

方
）

• 

住
民
票
の
写
し

• 

家
屋
の
登
記
簿
謄
本
の
写
し

• 

家
屋
の
工
事
請
負
契
約
書
の
写
し

ま
た
は
売
買
契
約
書
の
写
し

• 

土
地
の
登
記
簿
謄
本
と
売
買
契
約

書
の
写
し
（
敷
地
に
係
る
借
入
金

に
つ
い
て
併
せ
て
控
除
を
受
け
る

と
き
）

• 
金
融
機
関
が
発
行
す
る
『
住
宅
取

得
資
金
に
係
る
借
入
金
の
年
末
残

高
等
証
明
書
』

• 

建
築
士
か
ら
交
付
さ
れ
た
増
改
築

等
工
事
証
明
書
（
家
屋
の
増
改
築

を
し
た
と
き
）

⑦ 

障
害
者
控
除
を
受
け
る
方
は
、
身

体
障
害
者
手
帳
、
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
、
療
育
手
帳
な
ど

⑧ 

所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
方
は
、

申
告
者
名
義
の
金
融
機
関
名
・
支

店
名
・
口
座
番
号
の
わ
か
る
も
の

● 

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受
け

る
方
へ
（
平
成
11
年
〜
18
年
入
居
、

平
成
21
年
〜
25
年
入
居
の
方
）

　

所
得
税
の
額
か
ら
住
宅
借
入
金
等

特
別
控
除
額
を
控
除
し
き
れ
な
い
場

合
、
翌
年
度
の
市
・
道
民
税
の
所
得

割
額
よ
り
控
除
で
き
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
平
成
22
年
度
よ
り
『
住
宅
借

入
金
等
特
別
税
額
控
除
申
告
書
』
の

提
出
が
不
要
と
な
り
ま
し
た
の
で
、

一
部
の
方
を
除
い
て
は
申
請
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
申
請
が
必
要
な
方

に
つ
い
て
は
、
市
か
ら
連
絡
し
ま
す
。

※ 

所
得
税
と
復
興
特
別
所
得
税
の
還

付
申
告
は
室
蘭
税
務
署
と
税
務
グ

ル
ー
プ
で
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。

※ 

事
業
所
得
な
ど
の
確
定
申
告
は
室

蘭
税
務
署
で
受
け
付
け
し
て
い
ま

す
。

※ 

申
告
に
よ
り
還
付
金
が
生
じ
る
方
、

市
・
道
民
税
申
告
を
す
る
方
は
、

2
月
17
日
よ
り
前
で
も
申
告
を
す

所
得
税
と
復
興
特
別
所
得
税
の
確
定
申
告
、

市
・
道
民
税
の
申
告
を
忘
れ
ず
に

●
申
告
期
間　

2
月
17
日
㈪
〜
3
月
17
日
㈪

確定申告には『e
イータックス

-Tax』が
便利です。

問い合わせ
税務グループ（☎85１１５５）
室蘭税務署（☎㉒４１５１）

受付場所 月　日 

市役所

第１会議室
（ 3階）

2月17日㈪～ 3月17日㈪
（土・日曜日を除く）

税務グループ
（１階 6番窓口） 2月23日㈰・ 3月 2日㈰

登別温泉ふれあいセンター 2月25日㈫
婦人センター 2月27日㈭・28日㈮
鷲別公民館 3月 3日㈪～ 5日㈬
受付時間は 9時～11時30分、13時～16時30分

e-Tax 検索

7 所得税と復興特別所得税の確定申告、市・道民税の申告を忘れずに



し尿収集日のお知らせし尿収集日のお知らせ 期間： 4月～ 9月期間： 4月～ 9月

町  名 丁 番 4月 5月 6月 7月 8月 9月

登別本町

1丁目 30 1 12･13 28･29 9 ･10

2 丁目 1～24番地 2 19･20 30 11
25番地～ 7 ･ 8 21 31 12･13

3 丁目 9 ･10 23･24 1 ･ 2 16･17

登別東町

1丁目 12 25 4 18
2 丁目 13 26 5 19
3 丁目 14 27 6 ･ 7 20

4 丁目 1～29番地 7 ･ 8 21･22 4 ･ 5 18･19 29･30
30番地～　 4 ･ 5 19･20 2 ･ 3 12･13･14 26･27

5 丁目 1～30番地 10･11 24･26 8 ･ 9 21･22
31番地～　 9 23 7 20

富 浦 町 全  域 17･18･19
21･22 31 2 ･ 3 ･ 4 ･ 5 15･16･17

18･19 28･29･30 1 ･ 2

千 歳 町 4～ 6丁目 12･14 27･28 10･11 23･25
幌 別 町 全  域 23･24･25 6 ･ 7 ･ 9 22･23･24 3 ･ 4 ･ 5
中 央 町 全  域 1 ･ 2 ･ 3 15･16･17 28･30 1 8 ･ 9 ･11 22･24･25
柏 木 町 全  域 26･28 10･11 25･26 6 ･ 8
片 倉 町 全  域 15･16 29･30 12･14 26･27
大 和 町 全  域 15･16 29･30･31 15･16･17 27･28･29
若 山 町 全  域 17 2 18 30
富 岸 町 1～ 3丁目 25･26 11･12･13 28･29 9 ･10

新 生 町 1～ 3丁目 12･13 28･30 8 ･ 9 22･24･25
4 ～ 6 丁目 1 ･ 2 14･15 1 ･ 2 11･12 26･27

栄　 町 全  域 3 ･ 4 16･17 3 ･ 4 13･14 29･30

鷲 別 町
1～ 3丁目 5 ･ 7 ･ 8 ･ 9 19･20･21･22 5 ･ 7 ･ 8 ･ 9 18･19･20･21

4 ～ 6 丁目 10･11･12･14 23･24･26
27･28 10･11･12･14 22･23･25･26

若 草 町 1～ 4丁目 18･19 3 ･ 4 ･ 5 19･22･23 1 ･ 2 ･ 3
5 ・ 6 丁目 21･22 6 ･ 7 ･ 9 24･25 4 ･ 5

美 園 町 1～ 4丁目 28･30 1 ･ 2 19･20･21･23 30･31 1 ･ 2 11･12･13･16
5 ・ 6 丁目 7 ･ 8 ･ 9 ･10 24･25･26･27 4 ･ 5 ･ 6 ･ 7 17･18･19･20

上鷲別町 全  域 23･24 10 26 6 ･ 8

◆
臨
時
収
集
地
域

カ
ル
ル
ス
町
、
上
登
別
町
、
登
別
温
泉
町
、
中
登
別
町
、

札
内
町
、
来
馬
町
、
鉱
山
町
、
川
上
町
、
新
栄
町
、
幸

町
、
登
別
港
町
、
桜
木
町
、
青
葉
町
、
緑
町
、
千
歳
町

（
１
〜
3
丁
目
と
一
部
地
域
）
、
新
川
町
、
富
岸
町
の

一
部
、
常
盤
町
、
富
士
町

▼ 

収
集
を
希
望
す
る
方
は
、
5
日
程
度
の
余
裕
を
も
っ
て

申
し
込
み
く
だ
さ
い

※ 

6
月
14
日
〜
18
日
は
、
し
尿
投
入
施
設
点
検
整
備
の
た

め
、
臨
時
し
尿
収
集
は
行
い
ま
せ
ん
。

◆
収
集
の
と
き
は
、
次
の
こ
と
に
留
意
し
て
く
だ
さ
い

▼ 

収
集
に
立
ち
会
っ
て
、
収
集
量
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

▼ 

ク
リ
ー
ン
チ
ケ
ッ
ト
で
支
払
う
方
は
、
事
前
に
チ
ケ
ッ

ト
を
ご
用
意
く
だ
さ
い

▼ 

収
集
日
は
、
天
候
な
ど
に
よ
り
前
後
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す

▼ 

臨
時
収
集
や
緊
急
で
の
収
集
を
希
望
す
る
方
は
、
お
早

め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

▼ 

転
居
・
転
出
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
最
終
く
み
取
り
を
し

て
く
だ
さ
い

◆
臨
時
収
集
・
最
終
く
み
取
り
の
申
し
込
み

　

収
集
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　

㈱
東
洋
興
業
（
☎
85
2
9
3
5
）

　

9
時
〜
16
時 

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
8
月
15
日
を
除
く
。

◆
料
金
な
ど
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　

環
境
対
策
グ
ル
ー
プ 

　

（
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
・
☎
85
2
9
5
8
）

8 し尿収集日のお知らせ



施　　設　　名 指　定
ごみ袋

クリーン
チケット 施　　設　　名 指　定

ごみ袋
クリーン
チケット

柏木町 中登別町
ぬのや 〇 〇 サンクス中登別店 〇 〇
栄町 三愛病院内売店 〇
ローソン登別栄町店 〇 富士町
サンクス登別栄町店 〇 セイコーマートやすの 〇
ファーストキッチンのせ 〇 〇 ホームストア幌別店 〇 〇
ダイワガス住設 〇 幌別町
富浜町内会 〇 川井商店 〇 〇
桜木町 ツルハドラッグ幌別店 〇
セブン・イレブン登別桜木店 〇 〇 サンクス幌別 2丁目店 〇
コープさっぽろのぼりべつ桜木店 〇 山岸商店 〇 〇
千歳町 セブン・イレブン幌別町 5丁目店 〇
サンクス登別千歳町店 〇 〇 スパー幌別店 〇 〇
中央町 緑町
ますくら幌別店 〇 物販キャッスル（自衛隊敷地内） 〇
ホームストアアーニス店 〇 若草町
市役所内母子会売店 〇 〇 セブン・イレブン登別若草町店 〇 〇
セイコーマート登別中央店 〇 ホーマック若草店 〇
山本商店 〇 ツルハドラッグ登別若草店 〇
原たばこ店 〇 〇 セイコーマート登別若草店 〇
ローソン登別中央店 〇 ローソン登別若草 4丁目店 〇
ツルハドラッグ登別中央店 〇 若山町
志田商店 〇 〇 イオン登別店 〇
伊達市農業協同組合登別支所 〇 ローソン登別若山町店 〇
合田商店 〇 新生町
富浦町 セブン・イレブン登別新生店 〇 〇
井上商店 〇 〇 セイコーマート登別新生店 〇 〇
富岸町 ホリタドラッグ 〇
ツルハドラッグ登別富岸店 〇 アルファマート登別新生店 〇
マックスバリュ登別店 〇 ますくら新生店 〇
サッポロドラッグストアー富岸店 〇 ビューティースペースセシー 〇
登別本町 伊岐見商店 〇 〇
登和石油 〇 新川町
登別温泉町 ユアーズうえだ 〇
セイコーマート登別店 〇 タカハシ理容所 〇 〇
セブン・イレブン登別温泉店 〇 美園町
登別温泉支所 〇 コープさっぽろしがイースト店 〇
登別東町 サンクス登別美園店 〇 〇
渡辺金物店 〇 鷲別町
セイコーマートなりた 〇 中島薬局 〇 〇
堀合商店 〇 鷲別支所 〇
でんきのシマムラ 〇 〇 スーパーラッキー広瀬商店 〇
セブン・イレブン登別東町店 〇 セブン・イレブン登別鷲別町 5丁目店 〇
コープさっぽろのぼりべつ東店 〇 室蘭市
登別支所 〇 室蘭工業大学生協 〇 〇

登別市指定ごみ袋・クリーンチケット取扱所一覧

問い合わせ　環境対策グループ（クリンクルセンター内・☎85２９５８）

平成26年 1 月 1 日現在

9 登別市指定ごみ袋・クリーンチケット取扱所一覧



　

１
月
9
日
㈭
・
10
日
㈮
、
郷
土
資
料
館
で
『
冬
休
み

工
作
教
室
』
（
市
主
催
）
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
子
ど
も
た
ち
に
、
も
の
づ
く
り
の
体

験
や
完
成
し
た
喜
び
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
郷
土
資

料
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
『
Ｓ
Ｌ
Ｇ
』
の
協
力
に

よ
り
毎
年
こ
の
時
期
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
小
学

生
や
そ
の
保
護
者
な
ど
、
2
日
間
で
約
40
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

１
月
10
日
㈮
は
『
写
真
立
て
作
り
』
が
行
わ
れ
、
参

加
者
は
、
木
の
実
や
貝
殻
な
ど
で
板
に
思
い
思
い
の
飾

り
を
付
け
な
が
ら
写
真
立
て
を
製
作
し
、
そ
の
出
来
栄

え
に
満
足
そ
う
な
表
情
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

冬
休
み
工
作
教
室

冬
休
み
の
自
由
研
究
が

で
き
ま
し
た

　

１
月
12
日
㈰
、
市
民
会
館
で

『
平
成
26
年
登
別
市
成
人
祭
』

（
市
、
同
実
行
委
員
会
主
催
）
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

雪
が
交
じ
る
あ
い
に
く
の
天
候

と
な
り
ま
し
た
が
、
色
あ
で
や
か

な
振
袖
や
ス
ー
ツ
な
ど
を
身
に
ま

と
っ
た
新
成
人
338
人
（
男
性
159
人
、

女
性
179
人
）
が
会
場
を
訪
れ
ま
し

た
。

　

式
典
で
は
新
成
人
代
表
の
高た

か

橋は
し

拓た
く

也や

さ
ん
と
上う

え

田だ

詠え
い

美み

さ
ん
が

『
社
会
人
と
し
て
の
責
任
を
持
た

な
け
れ
ば
な
ら
ず
身
が
引
き
締
ま

る
思
い
で
す
』
と
の
二
十
歳
の
誓

い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
後
に
は
新
成
人
の
中
学
校

の
恩
師
か
ら
の
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
が

放
映
さ
れ
た
ほ
か
和
太
鼓
や
ダ
ン

ス
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
市

内
企
業
な
ど
の
協
賛
に
よ
る
抽
選

会
が
行
わ
れ
、
会
場
を
沸
か
せ
ま

し
た
。

　

参
加
し
た
新
成
人
は
、
同
級
生

と
成
人
を
祝
い
合
う
と
と
も
に
大

人
と
し
て
の
決
意
を
新
た
に
し
て

い
ま
し
た
。

  

平
成
平
成
2626
年
登
別
市
成
人
祭

年
登
別
市
成
人
祭

1/
9･10

晴
れ
着
で
大
人
の
仲
間
入
り
1
 12

間
入
り

10 東　奔　西　走

１、GooglePlay・AppStoreから
　　無料アプリ「junaio」を
　　ダウンロード

２、必ずこのQRコード
　　をスキャン

３、この下の写真に
　　スマートフォンをかざす



　

１
月
19
日
㈰
、
市
民
会
館
で
『
第
31
回
登
子
連

か
る
た
大
会
』
（
登
別
市
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協

議
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
、
小
学
生
3
チ
ー
ム
、

中
学
生
１
チ
ー
ム
が
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発

揮
し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
百
人
一
首
を
通
し
て
子
ど
も
た

ち
に
仲
間
意
識
を
高
め
て
も
ら
う
こ
と
、
北
海
道

独
特
の
『
下
の
句
か
る
た
』
の
継
承
と
普
及
を
目

的
と
し
て
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
大
会
で
優
勝
し
た
チ
ー
ム
は
、
『
胆
振
地

域
子
ど
も
か
る
た
大
会
』
に
出
場
し
ま
す
。

第
31
回
登
子
連
か
る
た
大
会

耳
を
す
ま
せ
て

▲激しい攻防を繰り広げる子どもたち

　

12
月
21
日
㈯
、
市
民
会
館
で
『
子
ど
も
虐
待
防
止
セ
ミ
ナ
ー
』
（
市
、
登
別

市
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
主
催
）
が
開
か
れ
、
町
内
会
や
教
職
員
、
保

育
士
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
人
権
擁
護
委
員
、
市
職
員
な
ど
約
150
人
が
参

加
し
、
子
ど
も
の
虐
待
防
止
に
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
講
師
を
務
め
る
北
星
学
園
大
学
社
会
福
祉
学
部
福
祉
臨
床
学
科
教

授
の
栗く

り

山や
ま

隆た
か
し

さ
ん
が
、
平
成
24
年
10
月
に
市
内
で
発
生
し
た
中
学
生
の
虐
待
死

事
件
に
触
れ
な
が
ら
、
「
子
ど
も
の
虐
待
は
複
雑
化
か
つ
多
様
化
し
、
一
度
起

こ
る
と
深
刻
化
し
て
い
く
。
多
く
の
人
が
関
わ
り
、
知
恵
を
出
し
合
っ
て
互
い

に
協
力
す
る
こ
と
が
、
結
果
と
し
て
虐
待
防
止
に
つ
な
が
る
」
な
ど
と
講
演
。

参
加
者
は
、
講
演
後
の
グ
ル
ー
プ
演
習
や
意
見
交
換
を
通
し
て
、
痛
ま
し
い
事

件
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
、
一
人
一
人
が
虐
待
防
止
に
対
し
て
主
体
的
に
関
わ

り
を
も
つ
意
識
を
高
め
て
い
ま
し
た
。

　

登
別
温
泉
町
の
泉
源
公
園
は
、
平
成
25
年
12
月

１
日
か
ら
9
千
500
個
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
で
彩
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
登
別
観
光
協
会
が
毎
年

実
施
し
て
お
り
、
今
回
か
ら
は
平
成
25
年
8
月
に

同
公
園
に
設
置
さ
れ
た
『
湯
鬼
神
金
棒
』
に
も
装

飾
が
施
さ
れ
ま
し
た
。
3
時
間
周
期
で
温
泉
が
吹

き
出
る
間
欠
泉
の
煙
と
青
白
く
輝
く
金
棒
が
相
ま

っ
て
、
幻
想
的
な
雰
囲
気
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

金
棒
と
光
の
共
演
は
3
月
31
日
㈪
ま
で
、
日
没

か
ら
23
時
ま
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

泉
源
公
園
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

幻
想
的
な
装
飾
で

観
光
客
を
お
も
て
な
し
12/1～
3/31

1
 19 ▲湯煙とイルミネーションが温泉街を彩る

子
ど
も
虐
待
防
止
セ
ミ
ナ
ー

子
ど
も
虐
待
防
止
セ
ミ
ナ
ー

12
 21

虐
待
防
止
へ
の

意
識
新
た
に

▲グループ演習の様子

11 東　奔　西　走



人が輝き　まちがときめく

仲 間 た ち Group

まず低く
DROP!

頭を守り
COVER!

動かない

① ② ③

HOLD ON!

知
っ
て
備
え
る

知
っ
て
備
え
る  

防
災
メ
モ

防
災
メ
モ
第
13
回

　

シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
と
は
、
地
震
が
発
生

し
た
と
き
に
行
う
基
本
的
な
安
全
確
保
行

動
の
こ
と
を
言
い
、
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
で
生
ま
れ
近
年
日
本
で
も
普
及
し
て

き
て
い
ま
す
。

　

安
全
確
保
行
動
は
、
『
①
低
い
姿
勢
で
、

②
頭
と
体
を
守
り
、
③
じ
っ
と
し
て
い
る
』

と
い
う
、
小
さ
い
子
ど
も
で
も
簡
単
に
で

き
る
重
要
な
行
動
で
す
。

●
基
本
的
な
安
全
確
保
行
動

　
　
　
　
　
　

〜
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
〜

●
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
の
必
要
性

　

地
震
は
い
つ
、
ど
こ
で
起
こ
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
。
地
震
が
発
生
し
た
と
き
、
ど

の
よ
う
な
行
動
を
す
る
か
が
、
私
た
ち
の

人
生
を
大
き
く
左
右
し
ま
す
。

　

シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
は
地
震
発
生
時
、

安
全
確
保
行
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
た
め
の
訓
練
で
す
。

　

市
は
、
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
を
皆
さ
ん
に

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
昨
年
7
月
の
総

合
防
災
訓
練
の
中
で
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓

練
を
実
施
し
た
ほ
か
、
市
役
所
や
市
内
小
・

中
学
校
で
も
同
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

家
族
や
町
内
会
な
ど
で
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ

ト
訓
練
を
実
施
し
、
災
害
時
に
適
切
な
行

動
が
取
れ
る
よ
う
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

登別俳句協会
　

『
登
別
俳
句
協
会
』
は
昭
和
43
年

10
月
に
、
俳
句
に
興
味
を
持
っ
て
い

た
方
が
た
に
よ
り
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
は
29
人
の
メ
ン
バ
ー
が
市
民

会
館
で
月
に
2
回
、
第
2
週
と
第
4

週
に
曜
日
不
定
で
13
時
か
ら
16
時
ま

で
活
動
し
て
い
ま
す
。
普
段
の
活
動

で
は
メ
ン
バ
ー
が
句
を
持
ち
寄
っ
て

発
表
し
、
互
い
に
批
評
し
合
い
、
楽

し
み
な
が
ら
技
術
向
上
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　

同
会
は
自
分
た
ち
で
句
を
詠
む
ば

か
り
で
な
く
、
美
し
い
日
本
語
を
廃

ら
せ
な
い
よ
う
に
と
、
市
内
の
全
小

学
校
を
対
象
に
し
て
子
ど
も
俳
句
大

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
9
回
目
と

な
る
直
近
の
大
会
で
は
、
804
人
の
児

童
か
ら
句
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

代
表
の
袖そ

で

山や
ま

功い
さ
お

さ
ん
は
「
俳
句
を

詠
ん
で
い
る
と
感
性
が
磨
か
れ
、
見

え
る
世
界
が
変
わ
り
ま
す
。
ま
た
他

人
の
句
の
中
に
人
生
の
機
微
に
対
す

る
深
い
考
え
が
見
え
る
の
で
と
て
も

楽
し
い
で
す
よ
」
と
俳
句
の
魅
力
に

つ
い
て
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

自
宅
で
育
て
た
季
節
の
花
を
句
会

の
た
び
に
題
材
と
し
て
携
え
て
来
る

と
い
う
飯い

い

島じ
ま

美み

千ち

代よ

さ
ん
は
、
「
自

分
の
心
の
内
を
花
や
雲
に
例
え
て
、

あ
り
の
ま
ま
の
自
分
を
素
直
に
表
現

で
き
ま
す
。
句
を
詠
む
の
は
難
し
い

で
す
が
、
奥
が
深
く
、
勉
強
に
な
り

ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

季
語
を
通
し
て
物
を
見
る
と
人
生

で
出
会
う
全
て
の
物
に
好
奇
心
が
湧

き
、
ま
た
句
会
に
来
て
仲
間
と
話
を

す
る
と
創
作
意
欲
が
刺
激
さ
れ
る
そ

う
で
す
。

　

見
学
を
希
望
す
る
方
は
、
袖
山
さ

ん
（
☎
86
3
2
7
0
）
ま
で
。

▲句に対して活発に感想を述べ合うメンバー

▲シェイクアウト訓練の様子

▲基本的な安全確保行動①・②・③

シェイクアウトホームページ　http://www.shakeout.jp/

心の内を花や雲に例え
ありのまま表現する

問
い
合
わ
せ

総
務
グ
ル
ー
プ

（
☎
85
１
１
３
０
）

12 知って備える防災メモ・仲間たち



▲ 観察会の様子

　

「
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
や
ホ
タ
ル
の
観
察

会
を
開
く
と
、
『
湿
原
と
い
え
ば
道
東

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
登
別
に
も
住

宅
地
の
近
く
に
こ
の
よ
う
な
場
所
が
あ

っ
た
の
で
す
ね
』
な
ど
と
驚
く
参
加
者

が
多
く
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
キ
ウ
シ
ト

湿
原
の
こ
と
を
も
っ
と
よ
く
知
っ
て
も

ら
え
た
ら
う
れ
し
い
で
す
ね
」
と
話
す

堀
本
宏
さ
ん
。

　

キ
ウ
シ
ト
湿
原
は
、
平
成
9
年
、
堀

本
さ
ん
が
代
表
を
務
め
て
い
た
市
民
団

体
『
ふ
る
さ
と
自
然
情
報
局
』
が
、
有

識
者
や
市
職
員
と
と
も
に
現
地
調
査
を

行
っ
た
結
果
、
ま
ち
中
に
残
さ
れ
た
貴

重
な
湿
原
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
平

成
13
年
に
は
環
境
省
『
日
本
の
重
要
湿

地
500
』
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
キ
ウ
シ
ト
湿
原
に
は
、
都
市
化
が

進
む
前
の
登
別
の
原
風
景
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。
平
成
14
年
に
『
キ
ウ
シ
ト
湿

原
の
会
』
を
立
ち
上
げ
た
当
時
、
湿
原

は
乾
燥
化
や
外
来
植
物
の
侵
入
な
ど
の

危
機
に
直
面
し
て
い
ま
し
た
が
、
地
道

に
外
来
植
物
の
刈
り
取
り
駆
除
を
進
め

た
と
こ
ろ
、
在
来
種
が
少
し
ず
つ
復
活

す
る
な
ど
、
保
全
の
成
果
が
表
れ
て
き

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
最
近
は
エ
ゾ
シ

カ
が
植
物
を
食
い
荒
ら
し
た
跡
が
見
つ

か
る
な
ど
、
保
全
に
は
新
た
な
課
題
も

　

保
全
に
加
え
、
市
民
の
憩
い
や
自
然

環
境
学
習
の
場
と
し
て
の
利
活
用
を
図

る
た
め
、
市
は
、
キ
ウ
シ
ト
湿
原
に
木

道
や
柵
、
展
望
デ
ッ
キ
の
設
置
な
ど
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

「
私
た
ち
も
湿
原
の
魅
力
を
市
民
に

伝
え
る
語
り
部
の
よ
う
な
活
動
を
目
指

し
、
観
察
会
を
増
や
し
た
り
、
市
民
を

丁
寧
に
案
内
し
た
り
す
る
体
制
を
整
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
将
来
は
、

多
く
の
市
民
が
『
自
分
た
ち
が
守
り
育

て
て
い
る
ふ
る
さ
と
登
別
の
宝
』
と
い

う
意
識
を
持
っ
て
、
保
全
に
関
わ
っ
て

ほ
し
い
で
す
ね
」
と
話
す
堀
本
さ
ん
。

　

身
近
な
自
然
を
子
ど
も
た
ち
に
残
す

た
め
、
活
動
へ
の
思
い
を
新
た
に
し
て

い
ま
す
。

あ
り
ま
す
」
と
、
堀
本
さ
ん
は
こ
れ
ま

で
の
活
動
を
振
り
返
り
ま
す
。

キ
ウ
シ
ト
湿
原
の
こ
と
を

も
っ
と
よ
く
知
っ
て
ほ
し
い

湿
原
の
魅
力
を
市
民
に
伝

え
る
活
動
を
目
指
し
て

堀
ほり

本
もと

　宏
ひろし

さん（登別東町）
　若山町に広がるキウシト湿原の保全や、同
湿原に生息する貴重な動植物の保護・増殖な
どの活動に取り組む市民団体『キウシト湿原
の会』が、平成25年 7 月にＮＰＯ（特定非営
利活動）法人格を取得し、『キウシト湿原・
登別』として新たなスタートを切りました。
　同団体では、これまでの間、ササや外来植
物の刈り取り駆除、在来種の育成などの活動
のほか、写真展や観察会を開催し、市民に湿
原の魅力を伝えてきました。
　『キウシト湿原・登別』理事長の堀本宏さ
んに、キウシト湿原の保全や利活用への思い
を聞きました。

ふるさと登別の宝と
いう意識を持ち、保
全に関わってほしい

昭和28年、長崎県五島市生まれ。60歳。
岩尾別さけ・ますふ化場（斜里郡斜里町）や札幌市豊平川さ
け科学館を経て、平成 5年から登別さけ・ますふ化場の場長
を務める。仕事の傍ら、『キウシト湿原の会』会長として、
自然保護活動に取り組んできた。
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時
＝
日
時　
所
＝
場
所　
対
＝
対
象　
内
＝
内
容　
定
＝
定
員　
費
＝
費
用　
持
＝
持
ち
物　
問
＝
問
い
合
わ
せ　
申
＝
申
し
込
み　

Ｇ
＝
グ
ル
ー
プ

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

市
や
国
、
道
か
ら
の

お
知
ら
せ　
　
　
　

月の粗大ごみ収集３
申し込み　㈲登和清掃（☎88 0 2 0 0 ）

※土・日曜日、祝日を除く 9時～17時。
※ 電話番号のかけ間違えに十分注意してください。

問い合わせ　環境対策Ｇ
（クリンクルセンター内）

☎85 2 9 5 8

く
ら
し
と

住
ま
い

※ 粗大ごみは、１品ごとに『ごみ処理券（１枚160
円）』を貼って出してください。
　（１回につき 5品まで）

騒
音
を
発
し
、
付
近
の
静
穏
を
害

す
る
行
為

問
環
境
対
策
Ｇ
（
☎
85
2
9
5
8
）

•
ペ
ッ
ト
が
隣
近
所
の
迷
惑
に
な
ら

な
い
よ
う
気
遣
っ
て
飼
え
ま
す
か

•
家
族
に
動
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
人
は

い
ま
せ
ん
か
。
家
族
は
み
ん
な
動

物
が
好
き
で
す
か

•
住
ん
で
い
る
ア
パ
ー
ト
、
マ
ン

シ
ョ
ン
で
動
物
飼
育
は
で
き
ま
す

か
•
ペ
ッ
ト
に
関
す
る
決
ま
り
ご
と

（
法
律
や
条
例
、
基
準
、
マ
ナ
ー

な
ど
）
を
知
っ
て
い
ま
す
か

•
ペ
ッ
ト
の
餌
代
に
い
く
ら
掛
か
る

か
知
っ
て
い
ま
す
か

•
ペ
ッ
ト
と
遊
ん
で
あ
げ
る
時
間
は

あ
り
ま
す
か

問
環
境
対
策
Ｇ
（
☎
85
2
9
5
8
）

ペ
ッ
ト
を
飼
う
前
に

生
活
障
害
行
為
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　

動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る

法
律
に
お
い
て
、
ペ
ッ
ト
の
命
が
終

わ
る
ま
で
適
正
に
飼
養
す
る
こ
と

（
終
生
飼
養
）
が
明
記
さ
れ
、
保
健

所
で
の
動
物
の
受
け
入
れ
条
件
が
厳

し
く
な
り
ま
し
た
。

　

ペ
ッ
ト
を
飼
う
前
に
、
最
後
ま
で

責
任
を
持
っ
て
管
理
で
き
る
か
考
え

ま
し
ょ
う
。

•
飼
い
た
い
ペ
ッ
ト
の
本
能
や
習
性

を
よ
く
理
解
し
て
い
ま
す
か

•
ペ
ッ
ト
が
死
ぬ
ま
で
（
犬
や
猫
は

10
年
以
上
生
き
ま
す
）
か
わ
い

が
っ
て
飼
う
こ
と
が
で
き
ま
す
か

•
ペ
ッ
ト
の
毎
日
の
世
話
（
給
餌
、

ト
イ
レ
の
清
掃
、
散
歩
、
ふ
ん
の

処
理
）
が
で
き
ま
す
か

•
ペ
ッ
ト
が
病
気
の
と
き
や
け
が
を

し
た
と
き
、
動
物
病
院
に
連
れ
て

行
く
こ
と
が
で
き
ま
す
か

　

生
活
障
害
行
為
と
は
、
人
の
日
常

生
活
や
快
活
環
境
に
障
害
を
与
え
た

り
支
障
を
及
ぼ
し
た
り
す
る
行
為
の

こ
と
で
、
市
公
害
防
止
条
例
で
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

以
下
の
よ
う
な
行
為
は
、
生
活
障

害
行
為
に
当
た
り
ま
す
の
で
や
め
ま

し
ょ
う
。

•
住
宅
の
密
集
し
て
い
る
地
域
で
の
、

有
害
ガ
ス
や
悪
臭
な
ど
が
発
生
し

得
る
物
の
燃
焼

•
使
用
基
準
や
処
理
方
法
を
遵
守
し

な
い
、
動
植
物
の
防
除
に
用
い
る

薬
剤
の
使
用

•
22
時
〜
6
時
に
お
け
る
、
必
要
以

上
の
音
を
発
生
さ
せ
る
行
為

•
整
備
不
良
の
自
動
車
の
運
転

•
過
度
の
ア
イ
ド
リ
ン
グ
に
よ
っ
て

問社会教育Ｇ（☎88１１２９）

地　区 収集期間 申込期間

幌別町 3月 3日㈪～
3月 8日㈯

2月17日㈪～
2月28日㈮

中央町 3月10日㈪～
3月15日㈯

2月24日㈪～
3月 7日㈮

千歳町 3月17日㈪～
3月22日㈯

3月 3日㈪～
3月14日㈮

市市市市市内内内内内のののの小小小小小・中中中中中学学学学学校校校校校なななななどどどどどのののの体体体体体育育育育育館館館館館ををををを開開開開開放放放放放しししししままままますすすすす
　平成26年度より、施設の開錠・施錠や電灯の
操作などを各利用団体が行う『自主管理』を全
開放校で実施します。
【 開放校】鷲別・若草・富岸・青葉・幌別西・
幌別・幌別東・登別各小学校、登別中学校、
カント・レラ

【開放期間】 4 月 7 日㈪～平成27年 2 月27日㈮
　18時～21時
※ 土・日曜日、祝日、学校行事で使用する日な
どを除く。

※カント・レラは、11月28日㈮まで。
※登別中学校は18時30分～21時。
【 利用料】１回500円（青少年団体は250円）
【利用条件】
•市内居住または通勤する10人以上の団体
•１団体につき１校の開放
•責任者を明確にし、スポーツ安全保険に加入
•興行や営利を目的としない
•学校備品以外は利用者が準備
【申込方法】
社会教育Ｇ、各支所、総合体育
館に備え付けまたは市ホームページに掲載の
申込用紙に必要事項を記入し、 2月26日㈬ま
でに郵送（必着）または持参、Ｅメール、
ファクスで社会教育Ｇ（〒059‒0014富士町 7
丁目33－ 1 、Ｅメールsyakyou@city.nobo
ribetsu.lg.jp、思85 9 7 4 4 ）

※ 3 月 5 日㈬18時30分に市民会館で代表者調整
会議を開催するので、代表者は必ず出席して
ください。
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福　

祉

計
画
・
税

財
政

雇
用
・
労
働

募　

集

齢
者
医
療
保
険
料
（
第
8
期
）
の
納

期
限
は
2
月
28
日
㈮
で
す
。

　

納
付
に
は
、
口
座
振
替
や
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
払
い
が
便
利
で
す
。

問
国
民
健
康
保
険
Ｇ
（
☎
85
1
7
7

1
）
、
高
齢
・
介
護
Ｇ
（
☎
85
5

7
2
0
）
、
年
金
・
長
寿
医
療
Ｇ

（
☎
85
2
1
3
7
）

申
2
月
17
日
㈪
ま
で
に
職
業
訓
練
セ

ン
タ
ー
（
☎
85
1
4
5
0
）

つ
い
て
、
私
た
ち
の
生
活
と
の
関
わ

り
な
ど
を
知
る
こ
と
に
よ
り
、
地
球

温
暖
化
防
止
に
つ
い
て
の
理
解
を
深

め
ま
す
。

時
2
月
17
日
㈪
18
時

所
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー

内
地
球
温
暖
化
対
策
と
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
普
及

※
入
場
は
無
料
で
す
が
、
整
理
券
が

必
要
で
す
。
整
理
券
は
1
月
27
日

㈪
か
ら
、
市
役
所
、
各
支
所
、
市

民
会
館
、
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー

で
先
着
100
人
に
配
布
し
ま
す
。

問
環
境
対
策
Ｇ
（
☎
85
2
9
5
8
）

•
書
面
申
請
2
月
17
日
㈪
〜
24
日
㈪

•
電
子
申
請
2
月
14
日
㈮
〜
21
日
㈮

※
願
書
は
消
防
本
部
や
消
防
署
・
各

消
防
支
署
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

※
電
子
申
請
に
つ
い
て
は
、
㈶
消
防

試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
消
防
本
部
総
務
Ｇ

 

（
☎
85
9
6
1
1
）

危
険
物
取
扱
者
試
験
を

行
い
ま
す

第
5
回
無
料
就
職
セ
ミ
ナ
ー

〜
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
の
ぼ
り
べ
つ
〜

環
境
講
演
会

家
屋
表
示
板
を
配
布
し
ま
す

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う

時
3
月
23
日
㈰

所
札
幌
市

内
乙
種
（
第
4
類
）
・
丙
種

受
付
期
間

　

就
職
活
動
を
し
て
い
る
方
を
対
象

に
就
職
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
自
己
の
経
験
を
整
理

す
る
『
自
己
の
棚
卸
し
』
に
よ
り
自

己
理
解
を
深
め
、
自
ら
の
職
業
意
識

や
キ
ャ
リ
ア
形
成
上
の
課
題
を
明
確

に
し
、
今
後
の
職
業
選
択
や
キ
ャ
リ

ア
形
成
の
方
向
付
け
に
役
立
て
ま
す
。

※
『
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
の
ぼ
り
べ

つ
』
は
、
登
別
職
業
訓
練
協
会
が

市
か
ら
委
託
を
受
け
て
運
営
し
て

い
ま
す
。

時
2
月
20
日
㈭
13
時
30
分
〜
16
時
30

分
所
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

定
20
人
（
申
込
順
）

　

身
の
ま
わ
り
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
は
じ
め
と
し
た
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

　

新
築
・
改
築
し

た
方
や
表
示
板
を

紛
失
・
破
損
し
た

方
に
、
家
屋
な
ど

の
所
在
を
わ
か
り

や
す
く
す
る
家
屋

表
示
板
を
無
償
で
配
布
し
ま
す
。

申
2
月
28
日
㈮
ま
で
に
都
市
計
画
・

公
園
Ｇ
（
☎
85
4
1
1
5
）

時
所
2
月
10
日
㈪
9
時
30
分
〜
12
時
・

市
役
所
、
17
日
㈪
11
時
〜
13
時
・

ア
ー
ニ
ス

問
健
康
推
進
Ｇ
（
☎
85
0
1
0
0
）

　

国
民
健
康
保
険
税
（
第
9
期
）
、

介
護
保
険
料
（
第
8
期
）
、
後
期
高

問商工労政Ｇ（☎85２１７１）

新生活の準備はお済みですか新生活の準備はお済みですか
～登別市勤労者特別融資制度～

◎教育資金　年1.94％（固定金利・保証料率別途）
高校・大学への入学金や授業料をはじめ、教材費や
下宿代などに利用できます。
※ 保証料率は、北海道労働金庫会員の方は0.6％、
一般勤労者の方は1.2％
融資限度額　300万円
◎生活資金　年2.28％（固定金利・保証料率別途）
引越費用・介護費用などの大きな出費や、生活の安
定に必要な費用に幅広く利用できます。
※ 保証料率は、北海道労働金庫会員の方は0.6％、
一般勤労者の方は1.2％
融資限度額　100万円

●融資の対象となる方
• 市内に居住し、同一事業所に１年以上勤務している
方（自営業者を除く）
• 安定した収入があり、前年の収入が150万円以上の方
•最終返済年齢が75歳以下となる方
●返済期間　10年以内
※ 教育資金は在学期間中（最長で 4年間）に限り返済
を据え置くことができます。
●返済方法　元利均等返済方式（ボーナス返済併用可）
●用意するもの
• 身分を証明するもの（運転免許証など）、健康保険
証、前年の源泉徴収票（機械処理されているもの）、
印鑑、納税証明書、資金使途確認書類（合格通知書、
在学証明書、学費納付書など：教育資金のみ）
● 申込金融機関　北海道労働金庫室蘭支店（☎㉒１９
７５）、室蘭東支店（☎45３６１１）
※審査の結果、ご希望に添えないことがあります。
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時
＝
日
時　
所
＝
場
所　
対
＝
対
象　
内
＝
内
容　
定
＝
定
員　
費
＝
費
用　
持
＝
持
ち
物　
問
＝
問
い
合
わ
せ　
申
＝
申
し
込
み　

Ｇ
＝
グ
ル
ー
プ

電
子
証
明
書
の
申
請
手
続
き

自
衛
官
採
用
試
験

救
急
救
命
講
習
会
を

開
催
し
ま
す

　

自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
行
政
機
関
な
ど

に
申
請
や
届
け
出
（
電
子
申
告
ｅイ

－ー

Ｔタ

ａッ
ク
スｘ
な
ど
）
を
行
う
際
に
、
他
人

に
よ
る
『
な
り
す
ま
し
』
や
『
デ
ー

タ
の
改
ざ
ん
』
を
防
ぐ
た
め
に
、
電

子
証
明
書
が
必
要
で
す
。

　

電
子
証
明
書
は
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
（
住
基
カ
ー
ド
）
に
記
録
さ

れ
ま
す
。
住
基
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で

な
い
方
は
、
併
せ
て
発
行
手
続
き
が

必
要
で
す
。

時
月
〜
金
曜
日
の
9
時
〜
16
時

所
市
民
サ
ー
ビ
ス
Ｇ
（
支
所
で
は
手

◎
予
備
自
衛
官
補
（
一
般
）

時
4
月
11
日
㈮
〜
15
日
㈫
の
い
ず
れ

か
１
日

対
18
歳
以
上
34
歳
未
満
（
平
成
27
年

4
月
１
日
現
在
）
の
方

受
付
期
限　

4
月
2
日
㈬

◎
予
備
自
衛
官
補
（
技
能
）

時
4
月
11
日
㈮
〜
15
日
㈫
の
い
ず
れ

か
１
日

対
18
歳
以
上
55
歳
未
満
（
平
成
27
年

4
月
１
日
現
在
）
で
国
家
免
許
資

格
な
ど
を
有
す
る
方
（
資
格
に

よ
っ
て
は
53
歳
未
満
の
方
）

受
付
期
限　

4
月
2
日
㈬

◎
幹
部
候
補
生
（
一
般
）

時•
１
次
試
験　

5
月
10
日
㈯

•
2
次
試
験　

6
月
10
日
㈫
〜
13
日

㈮
の
い
ず
れ
か
１
日

対•
大
卒
程
度
試
験　

22
歳
以
上
26
歳

未
満
（
平
成
27
年
4
月
１
日
現
在
）

の
方
（
平
成
27
年
3
月
卒
業
見
込

み
の
方
を
含
む
）

•
院
卒
者
試
験　

修
士
課
程
修
了
者

な
ど
で
20
歳
以
上
28
歳
未
満
（
平

成
27
年
4
月
１
日
現
在
）
の
方

※
大
卒
程
度
試
験
と
院
卒
者
試
験
は
、

併
願
が
可
能
で
す
。 

時
2
月
15
日
㈯
9
時
30
分
〜
12
時
30

分
所
市
民
プ
ー
ル

内
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
を
含
め
た
心

肺
蘇
生
法
（
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
）

定
10
人
（
申
込
順
）

申
2
月
10
日
㈪
ま
で
に
消
防
署
警
備

Ｇ
（
☎
85
2
5
5
1
）

続
き
で
き
ま
せ
ん
）

●
電
子
証
明
書
の
有
効
期
間　

住
基

カ
ー
ド
に
記
録
さ
れ
た
日
か
ら
3

年
間

※ 

有
効
期
間
が
終
了
す
る
方
は
、
新

し
い
電
子
証
明
書
の
発
行
（
更
新
）

手
続
き
が
必
要
で
す
。

●
手
数
料　

500
円

※
住
基
カ
ー
ド
の
交
付
に
は
、
別
途

500
円
が
必
要
で
す
。

●
申
請
に
必
要
な
も
の
（
本
人
申
請
）

•
申
請
書

• 

住
基
カ
ー
ド
（
写
真
な
し
の
住
基

カ
ー
ド
の
場
合
、
写
真
付
き
の
官

公
署
発
行
の
身
分
証
明
書
が
必
要

で
す
）

問
市
民
サ
ー
ビ
ス
Ｇ

 

（
☎
85
1
8
5
5
）

受
付
期
限　

4
月
25
日
㈮

問
自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部
室
蘭

地
域
事
務
所
（
☎
44
9
5
3
3
）

問企画調整Ｇ（☎85１１２２）

登別市総合計画第３期基本計画市民検討委員会の委員を募集します
　平成37年度までのまちづくりの計画である第 3期基本計画を、市民参
画のもと策定するに当たり、検討委員には月 2回程度の会議で市の提案
する案などを材料としながら、主体的に市民同士または市の職員と意見
交換をして基本計画体系案を作成し、市に提言していただきます。提言
に当たっては、まち全体を見据えた上で、個人の要望ではなく登別市全
体の向上につながる視点で提言していただきます。
定12人（書類選考、選考結果は後日郵送）
対  市内に居住する18歳以上（平成26年 4 月１日現在）の方で、積極的に
まちづくり活動に携わっている方
●任期　 3月～基本計画が策定される日（平成27年12月頃）
※報酬や交通費の支給はありません。
申  市役所１階市民コーナー、各支所、市民会館、市立図書館、市民活動
センター、企画調整Ｇに備え付けまたは市ホームページに掲載の応募
申込書に必要事項を記入し、テーマに基づいた800字程度の作文を添
えて 2月14日㈮までに郵送（必着）または持参、Ｅメールで企画調整
Ｇ（〒059‒ 8701中央町 6丁目11、Ｅメールkikaku@city.noboribets
u.lg.jp）
● 作文のテーマ　登別市をよりよいまちとするため、今自分ができるこ
と・取り組むべきこと
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困った！
ときにはまず相談
相談名 日時 場所 相談内容 申し込み・問い合わせ

※『Ｇ』はグループの略

無料法律相談

3 月15日㈯
9時30分～12時

鉄南ふれあい
センター 交通事故や金銭貸借、損害賠

償、離婚など
担当弁護士：八

や

木
ぎ

橋
はし

俊
しゅん

輔
すけ

さん
定員：各 6人

3月 7日㈮までに
市民サービスＧ
（☎85 2 1 3 9 ）

※ 相談日は、通知が届き
次第、本人から弁護士
に電話予約。

担当弁護士事
務所

2月27日㈭までに
市民サービスＧ
（☎85 2 1 3 9 ）

くらしの無料相談
北海道行政書士会室蘭支部

2 月22日㈯
9時30分～12時

鉄南ふれあい
センター

相続や遺言、各種契約、官公
署に提出する書類など
定員：10人

2 月21日㈮までに
おおたに行政書士事務所
（☎86 3 3 6 0 ）

市民相談 随時 市民サービス
グループ

市民生活や多重債務、家庭内
暴力

市民サービスＧ
（☎85 2 1 3 9 ）

消費生活相談
随時
※ 登別消費者協会は火～
金曜日の10時～16時。

消費生活センタ
ーまたは登別消
費者協会（労働
福祉センター内）

消費生活
消費生活センター
（☎85 3 4 9 1 ）
登別消費者協会
（☎85 8 3 0 7 ）

人権相談所 月～金曜日
8時30分～17時15分

札幌法務局室
蘭支局
（室蘭市入江町）

人権問題や家族問題、金銭ト
ラブル、雇用や給与の問題、
いじめや体罰、差別など

札幌法務局室蘭支局
（☎㉒ 5 1 1 1 ）

一日行政相談 2 月14日㈮
10時～12時

登別郵便局
（ＪＲ幌別駅西口前）

国や特殊法人、北海道、市の
業務の苦情や意見、要望

企画調整Ｇ
（☎85 6 5 8 6 ）

障がいのある方の
就労相談窓口

2 月20日㈭
14時～17時30分

障害福祉グル
ープ 障がいのある方の就労や雇用

2月13日㈭までに
障害福祉Ｇ
（☎85 3 7 3 2 ）

夜間・土曜納税相
談窓口

2 月27日㈭・28日㈮
…20時まで
3月 1日㈯… 9時～
17時

税務グループ 市税や給食費、公営住宅料、
保育料などの納付（入）

税務Ｇ
（☎85 1 1 5 5 ）

キャリアサポート
のぼりべつ

水・金曜日
8時30分～17時 職業訓練セン

ター
（青葉町） 就職活動などで抱える不安や

悩みなど
登別職業訓練協会
（☎85 1 4 5 0 ）

月～金曜日
17時以降（予約制）
土曜日
10時～17時

地域職業相談室
（アーニス内）

無料労働相談

月～金曜日
10時～16時

登別労働会館
（千歳町 3丁目） 解雇や労働条件の引き下げ、

職場内のいじめ（パワーハラ
スメント）など

事前に連合登別
（☎85 3 3 3 7 ）

2 月14日㈮・28日㈮
10時～16時

鉄南ふれあい
センター

希望日の１週間前
までに連合登別
（☎85 3 3 3 7 ）

国土交通省補助事業
民間賃貸住宅トラ
ブル無料相談会

2 月22日㈯
9時～12時

鉄南ふれあい
センター 民間賃貸住宅でのトラブル

北海道行政書士会
室蘭支部
（☎86 3 3 6 0 ）

17 困った！ときにはまず相談



時
＝
日
時　
所
＝
場
所　
対
＝
対
象　
内
＝
内
容　
定
＝
定
員　
費
＝
費
用　
持
＝
持
ち
物　
問
＝
問
い
合
わ
せ　
申
＝
申
し
込
み　

Ｇ
＝
グ
ル
ー
プ

い
き
い
き

す
く
す
く

いい

すすすす
子
育
て
いい
いい健 

康

子
育
て

す
く
す
く

参
加
し
ま
せ
ん
か

参
加
し
ま
せ
ん
か

時
2
月
22
日
㈯
10
時
30
分
〜
12
時

所
亀
田
記
念
公
園

時
2
月
12
日
㈬
10
時
〜
12
時

所
ふ
ぉ
れ
す
と
鉱
山

対
未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者

内 

雪
遊
び
な
ど
で
、
体
を
た
く
さ
ん

動
か
し
て
遊
び
ま
す

定
15
組
（
申
込
順
）

持
防
寒
着
、
手
袋
、
飲
み
物
、
昼
食

申 

2
月
8
日
㈯
ま
で
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

登
別
自
然
活
動
支
援
組
織
モ
モ
ン

時
2
月
19
日
㈬
10
時
〜
12
時

所
し
ん
た
21

対 

子
育
て
中
の
方
、
子
育
て
を
支
援

し
て
い
る
指
導
者

内 

保
健
師
を
招
き
、
日
常
で
の
困
り

ご
と
を
ど
の
よ
う
に
解
決
し
て
い

く
か
、
参
加
者
と
ア
イ
デ
ア
を
出

し
合
い
な
が
ら
考
え
ま
す

定
15
組
（
申
込
順
）

※
託
児
を
希
望
す
る
方
は
、
申
込
時

に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

申 

2
月
18
日
㈫
ま
で
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

）、

時
所

• 

2
月
5
日
㈬
登
別
保
育
所

• 

2
月
6
日
㈭
鷲
別
・
栄
町
・
富
士

各
保
育
所

• 

2
月
12
日
㈬
幌
別
東
保
育
所

※
時
間
は
い
ず
れ
も
9
時
30
分
〜
11

時
。

対
未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者

持 

上
履
き
（
子
ど
も
、
保
護
者
と
も

　

防
寒
着

※
戸
外
で
遊
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

※
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

 

（
☎
81
3
7
1
5
）

　

仕
事
で
忙
し
い
お
父
さ
ん
、
親
子

の
触
れ
合
い
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

時
2
月
15
日
㈯
10
時
〜
12
時

所
登
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対
未
就
学
児
と
そ
の
お
父
さ
ん

内 

絵
本
や
遊
具
を
使
っ
た
自
由
遊
び
、

雪
遊
び
、
製
作
な
ど

※
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
登
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

 

（
☎
80
2
7
7
2
）

パ
パ
と
マ
マ
の
た
め
の
ス
タ
デ
ィ

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

出
張
子
育
て
ひ
ろ
ば

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

子
育
て
ｃカ

フ

ェ

ａ
ｆ
ｅ

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

保
育
所
を
開
放
し
ま
す

お
父
さ
ん
と
遊
ぼ
う

遊
び
に
来
ま
せ
ん
か

遊
び
に
来
ま
せ
ん
か

登
別
自
然
活
動
支
援
組
織
モ
モ
ン

ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

1
8
9
0

－

0
8
6
5
）

対
子
育
て
中
の
方

内 

た
き
火
を
使
っ
て
、
ダ
ッ
チ
オ
ー

ブ
ン
で
料
理
を
楽
し
み
ま
す

定
15
人
（
申
込
順
）

費
500
円

持
マ
イ
カ
ッ
プ

申 
2
月
21
日
㈮
ま
で
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

登
別
自
然
活
動
支
援
組
織
モ
モ
ン

ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

1
8
9
0

－

0
8
6
5
）

ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

1
8
9
0

－

0
8
6
5
）

問室蘭歯科医師会（☎43３５２２）

日時 診療所・住所・電話

2 月 2 日㈰
9時～11時

新生ファミリー歯科
 （☎82１１８２）
登別市新生町 3丁目16－21

2 月 9 日㈰
9時～11時

いちはし歯科
 （☎55４３２３）
室蘭市本輪西町 3丁目 6－13

2 月11日㈫
9時～11時

岩倉歯科
 （☎45７１１７）
室蘭市水元町12－ 6

2 月16日㈰
9時～11時

御前水歯科クリニック
 （☎㉔８１４８）
室蘭市御前水町 2丁目 6－20

2 月23日㈰
9時～11時

宇賀歯科医院
 （☎㉒６９８９）
室蘭市中央町 2丁目 9－10

2 月の歯科救急医療

18 すくすく子育て　いきいき健康



健
　
　
康

い
き
い
き

乳幼児健康相談 診査
問健康推進Ｇ（☎85０１００）

問
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

 

（
☎
81
3
7
1
5
）

子ども・子育て支援に関する子ども・子育て支援に関する
ニーズ調査へのご協力、ニーズ調査へのご協力、
ありがとうございましたありがとうございました

診　査・対　象 日　時 内　　容 持ち物 場所

4カ月児健康診査
（平成25年10月16日～　 　
 平成25年11月10日生まれ）

3月26日㈬
時間は個別通知

診察、身体計測、栄養相談、
育児相談 母子健康手帳、

バスタオル、
替えオムツ

し
ん
た
21

10カ月児健康相談
（平成25年 5 月生まれ）

3月19日㈬
時間は個別通知

身体計測、栄養相談、育児
相談、遊びの紹介

1 歳 6 カ月児健康診査
（平成24年 8 月生まれ）

3月12日㈬
時間は個別通知

診察、歯科検診、身体計測、
栄養相談、歯科相談、育児
相談、フッ素塗布（希望者
800円） 母子健康手帳、

お子さんの歯ブラシ
3 歳児健康診査

（平成23年 2 月生まれ）
3月 6日㈭

時間は個別通知
診察、歯科検診、尿検査、
身体計測、栄養相談、歯科
相談、育児相談

乳幼児健康相談
（事前申込制）

（育児相談を希望する方）

3月20日㈭
9時30分～
10時30分　

発育・発達・育児・栄養な
どの相談 母子健康手帳

　

地
域
の
子
ど
も
同
士
の
触
れ
合
う

場
、
保
護
者
の
交
流
の
場
と
し
て
、

中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員

が
遊
具
や
絵
本
を
持
っ
て
会
場
に
伺

い
ま
す
。

時
所

•
2
月
12
日
㈬
鷲
別
公
民
館

•
2
月
19
日
㈬
若
草
児
童
ク
ラ
ブ

※
時
間
は
い
ず
れ
も
10
時
〜
12
時
。

対
未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者

持
上
履
き
（
子
ど
も
、
保
護
者
と
も
）

※
両
会
場
と
も
駐
車
場
が
あ
り
ま
す
。

※
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

糖
尿
病
の
診
断
と
合
併
症
、
新
し

い
糖
尿
病
の
治
療
に
つ
い
て
の
講
演

で
す
。

時
3
月
１
日
㈯
14
時
30
分

所 

室
蘭
・
登
別
保
健
セ
ン
タ
ー
（
室

蘭
市
）

問
室
蘭
市
医
師
会
事
務
局

 

（
☎
45
4
3
9
3
）

移
動
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

市
民
健
康
教
室

　

『
登
別
市
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
に
関
す
る
ニ
ー

ズ
調
査
』
の
回
答
率
が
、

他
市
町
村
に
比
べ
非
常
に

高
い
約
63
％
と
な
り
ま
し

た
。

　

こ
の
結
果
は
、
詳
し
く

集
計
・
分
析
し
、
平
成
26

年
度
に
策
定
す
る
『
登
別

市
子
ど
も
・

子
育
て
支
援

事
業
計
画
』

の
重
要
な
資

料
と
し
ま
す
。

問
子
育
て
Ｇ

 

（
☎
85
5
6
3
4
）

区　　分 回答数 回答率
（％）

未就学の子どもを持つ世帯 654 65.40

小学生の子どもを持つ世帯 734 61.17

合　　計 1,388 63.09

19 すくすく子育て　いきいき健康



時
＝
日
時　
所
＝
場
所　
対
＝
対
象　
内
＝
内
容　
定
＝
定
員　
費
＝
費
用　
持
＝
持
ち
物　
問
＝
問
い
合
わ
せ　
申
＝
申
し
込
み　

Ｇ
＝
グ
ル
ー
プ

２
月
号

時
2
月
28
日
㈮
ま
で

内
会
員
の
絵
画
や
陶
芸
作
品
な
ど
、

約
40
点
を
展
示
し
ま
す

問
登
別
美
術
協
会
・
干
谷
さ
ん

 

（
☎
88
1
2
4
6
）

時
内
2
月
17
日
㈪
13
時
30
分
〜
15
時

30
分
・
楽
し
く
粋
な
江
戸
芸
で
す

定
持
15
人
（
申
込
順
）
・
動
き
や
す

時
2
月
23
日
㈰
10
時
30
分
〜
12
時

時
2
月
14
日
㈮
18
時
30
分

内
よ
り
良
い
『
の
ぼ
り
ん
』
を
創
る

た
め
、
利
用
し
て
い
る
皆
さ
ん
の

意
見
を
伺
い
ま
す

問
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

時
2
月
22
日
㈯
10
時
〜
12
時

内
粘
土
で
花
瓶
な
ど
を
作
り
ま
す

定
費
20
人
（
申
込
順
）
・
１
千
円

持
手
拭
い

申
2
月
19
日
㈬
ま
で
に
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
（
☎
83
6
8
6
6
）

時
2
月
14
日
㈮
10
時
〜
12
時

内
楷
書
や
行
書
を
学
び
ま
す

定
持
15
人
（
申
込
順
）
・
す
ず
り
、

墨
液
、
筆
（
大
小
）
、
文
鎮
、
下

敷
き
、
半
紙
、
新
聞
紙

申
2
月
10
日
㈪
ま
で
に
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
（
☎
83
6
8
6
6
）

登
別
美
術
協
会
会
員
小
品
展

か
っ
ぽ
れ

華
道
教
室

『
の
ぼ
り
ん
』
利
用
者
懇
談
会

陶
芸
教
室

初
心
者
書
道
教
室

登
別
市
緑
町
１
丁
目
１
番
地
4

☎
83
6
8
6
6

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

 

『
の
ぼ
り
ん
』

時
2
月
8
日
㈯
13
時
30
分
〜
15
時

対
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
仕
事
で
読
み
聞

か
せ
に
携
わ
る
方
、
興
味
の
あ
る

方
内
読
み
聞
か
せ
の
要
点
を
学
ぶ
研
修

会
で
す

問
市
立
図
書
館

時
2
月
12
日
㈬
〜
15
日
㈯

内
た
た
ら
製
鉄
に
関
す
る
パ
ネ
ル
写

真
や
製
品
な
ど
を
展
示
し
ま
す

問
市
立
図
書
館

　

毎
月
最
終
金
曜
日
は
、
図
書
整
理

の
た
め
休
館
し
ま
す
（
今
月
は
2
月

28
日
㈮
）
。

問
市
立
図
書
館

時
2
月
22
日
㈯
13
時
30
分

対
幼
児
〜
（
幼
児
は
保
護
者
同
伴
）

内
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
紙
芝
居

問
市
立
図
書
館

時
2
月
15
日
㈯
13
時
30
分

対
幼
児
〜
小
学
生
（
幼
児
は
保
護
者

同
伴
）

内
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

問
市
立
図
書
館

時
定
2
月
15
日
㈯
13
時
30
分
〜
15
時

30
分
・
50
人
（
先
着
順
）

内
砂
鉄
と
木
炭
か
ら
和
鉄
を
造
る
日

本
古
来
の
『
た
た
ら
吹
き
製
鉄
』

の
歴
史
と
特
徴
を
学
び
ま
す

問
市
立
図
書
館

休
館
情
報

お
は
な
し
ぽ
け
っ
と

え
ほ
ん
の
へ
や
の
お
は
な
し
会

た
た
ら
製
鉄
教
室

読
み
聞
か
せ
講
習
会

 
『
絵
本
の
眼
』

ロ
ビ
ー
展
示

『
室
蘭
登
別
た
た
ら
の
会
の
歩
み
』

登
別
市
中
央
町
5
丁
目
21
番
地
１

☎
85
4
3
2
4

市
立
図
書
館

い
服
装
、
日
本
手
拭
い

申
2
月
14
日
㈮
ま
で
に
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
（
☎
83
6
8
6
6
）

対
小
学
生
以
上
（
小
学
生
は
、
保
護

者
同
伴
）

内
ひ
な
祭
り
の
花
を
生
け
ま
す

定
費
30
人
（
申
込
順
）
・
１
千
500
円

持
は
さ
み
、
手
拭
い
、
花
器
、
剣
山

（
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
申
込
時

に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
）

申
2
月
20
日
㈭
ま
で
に
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
（
☎
83
6
8
6
6
）
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ル
ー
ペ
を
使
っ
て
冬
の
不
思
議
を

探
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

時
2
月
6
日
㈭
10
時
〜
12
時

対
定
費
持
18
歳
以
上
の
方
・
20
人

（
申
込
順
）
・
100
円
・
防
寒
具

　

親
子
別
々
で
雪
遊
び
を
満
喫
し
ま

す
。

時
2
月
8
日
㈯
10
時
〜
9
日
㈰
9
時

対
5
歳
〜
小
学
2
年
生
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

費
大
人
4
千
円
、
小
学
生
2
千
800
円
、

幼
児
2
千
500
円

※
受
け
付
け
後
、
参
加
要
項
を
送
付

し
ま
す
。

申
2
月
5
日
㈬
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

　

雪
が
積
も
っ
た
森
を
自
由
自
在
に

散
策
し
ま
す
。

時
2
月
9
日
㈰
・
16
日
㈰
・
22
日
㈯
・

3
月
１
日
㈯
10
時
〜
12
時

対
定
費
持
18
歳
以
上
の
方
・
各
10
人

（
申
込
順
）
・
600
円
・
防
寒
具

申
活
動
の
前
日
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

森
ン
子
く
ら
ぶ

 
親
子
で
冬
の
お
泊
ま
り
会

ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド

 

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー

登
別
市
鉱
山
町
8
番
地
3

☎
85
2
5
6
9

ふ
ぉ
れ
す
と
鉱
山

　

ロ
グ
ハ
ウ
ス
『
ガ
ウ
デ
ィ
』
で
お

泊
ま
り
パ
ー
テ
ィ
ー
を
行
い
ま
す
。

時
2
月
8
日
㈯
10
時
〜
9
日
㈰
12
時

対
小
学
4
年
生
〜
中
学
１
年
生

定
費
15
人
（
申
込
順
）
・
2
千
500
円

※
受
け
付
け
後
、
参
加
要
項
を
送
付

し
ま
す
。

申
2
月
5
日
㈬
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

　

写
真
の
撮
り
方
を
ち
ょ
っ
と
勉
強

し
て
、
自
分
だ
け
の
鉱
山
の
冬
景
色

を
探
し
に
森
の
中
を
ハ
イ
キ
ン
グ
し

ま
す
。

時
2
月
15
日
㈯
10
時
〜
15
時

対
定
費
18
歳
以
上
の
方
・
10
人
（
申

込
順
）
・
600
円

持
防
寒
具
、
着
替
え
、
昼
食
、
飲
み

物
申
2
月
14
日
㈮
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

　

歩
く
ス
キ
ー
で
鉱
山
の
奥
の
林
道

ま
で
出
掛
け
ま
す
。

時
2
月
9
日
㈰
10
時
〜
15
時

対
歩
く
ス
キ
ー
で
10
㌔
㍍
歩
く
こ
と

が
で
き
る
中
学
生
以
上
の
方

定
費
15
人
（
申
込
順
）
・
900
円

持
防
寒
具
、
着
替
え

申
2
月
8
日
㈯
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

　

登
っ
た
り
滑
っ
た
り
を
楽
し
め
る

ネ
イ
チ
ャ
ー
ス
キ
ー
で
す
。

時
2
月
12
日
㈬
・
19
日
㈬
・
26
日
㈬
・

山
の
学
校

ネ
イ
チ
ャ
ー
フ
ォ
ト
ハ
イ
ク

歩
く
ス
キ
ー
遠
足

ウ
ィ
ー
ク
デ
イ
た
ん
け
ん

〜
平
日
ガ
イ
ド
ウ
ォ
ー
ク
〜

ネ
イ
チ
ャ
ー
ス
キ
ー

登
別
市
片
倉
町
6
丁
目
27
番
地
2

☎
88
1
3
3
9

郷
土
資
料
館

時
2
月
22
日
㈯
15
時

内
職
員
に
よ
る
館
内
案
内
、
利
用
者

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
た
上
手
な

検
索
方
法
の
紹
介
な
ど

問
市
立
図
書
館

時
2
月
19
日
㈬
、
3
月
5
日
㈬
10
時

30
分

対
乳
幼
児
（
保
護
者
同
伴
）

内
わ
ら
べ
う
た
と
絵
本
の
読
み
語
り

問
市
立
図
書
館

時
2
月
22
日
㈯
10
時
〜
12
時

対
小
学
生
以
上

内
砂
糖
と
み
じ
ん
粉
を
混
ぜ
て
『
ら

く
が
ん
』
を
作
り
ま
す

定
費
20
人
（
申
込
順
）
・
200
円

持
上
履
き
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

手
拭
い
、
持
ち
帰
り
用
容
器
、

お
は
な
し
く
れ
よ
ん

和
菓
子
作
り
体
験

図
書
館
ツ
ア
ー
と

 

利
用
者
ガ
イ
ダ
ン
ス

ク
ッ
キ
ー
や
プ
リ
ン
の
型
（
お
持

ち
の
方
）

申
2
月
15
日
㈯
ま
で
に
郷
土
資
料
館

 

（
☎
88
1
3
3
9
）

申
2
月
5
日
㈬
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

3
月
5
日
㈬
10
時
〜
12
時

対
定
18
歳
以
上
の
方
・
各
10
人
（
申

込
順
）

費
持
600
円
・
防
寒
具

申
活
動
の
前
日
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）
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時
＝
日
時　
所
＝
場
所　
対
＝
対
象　
内
＝
内
容　
定
＝
定
員　
費
＝
費
用　
持
＝
持
ち
物　
問
＝
問
い
合
わ
せ　
申
＝
申
し
込
み　

Ｇ
＝
グ
ル
ー
プ

雪
道
の
マ
ナ
ー

運
転
中
、
急
に
飛
び
出
し
て
道
路
を
横

断
す
る
人
が
多
く
、
ひ
や
っ
と
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
雪
道
で
車
は
急
に
止
ま
れ

ま
せ
ん
。
遠
回
り
に
な
っ
て
も
信
号
の
あ

る
横
断
歩
道
を
通
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

ま
た
、
滑
る
日
に
車
間
距
離
を
と
ら
ず

に
ぶ
つ
か
り
そ
う
に
な
る
ほ
ど
詰
め
て
く

る
車
、
道
路
に
雪
を
投
げ
る
人
も
多
く
、

困
り
ま
す
。

地
域
の
人
が
そ
れ
ぞ
れ
マ
ナ
ー
を
守
っ

て
、
安
全
に
冬
を
過
ご
し
た
い
も
の
で
す
。

 

（
新
川
町　

女
性
）

企画調整グループ
〒059‒8701中央町 6丁目11､ 思85１１０８
Ｅメール：pr@city.noboribetsu.lg.jp

楽しかったこと、悲しかったこと、市への意見
などをお寄せください。

時
2
月
16
日
㈰
10
時
〜
15
時

対
2
歳
11
カ
月
以
上
の
未
就
学
児
と

そ
の
保
護
者

※
き
ょ
う
だ
い
の
参
加
も
可
能
で
す
。

費
持
200
円
・
防
寒
具
、
着
替
え
、
昼

食
、
飲
み
物

申
2
月
13
日
㈭
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

ふ
ぉ
れ
す
と
鉱
山
の
続
き

 

☎
85
2
5
6
9 

　

大
人
と
子
ど
も
に
別
れ
て
の
山
登

り
。
頂
上
で
会
え
る
か
な
。

　

動
物
の
生
活
の
痕
跡
を
追
っ
て
、

冬
の
森
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
ま
す
。

時
2
月
15
日
㈯
10
時
〜
15
時

対
費
持
小
学
生
・
200
円
・
防
寒
具
、

着
替
え
、
昼
食
、
飲
み
物

申
2
月
12
日
㈬
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

　

雪
遊
び
の
後
は
、
お
い
し
い
ス
ー

プ
を
飲
ん
で
温
ま
ろ
う
。

時
2
月
23
日
㈰
10
時
〜
12
時
30
分

対
未
就
園
児
〜
小
学
2
年
生
ま
で
の

子
ど
も
と
そ
の
父
親
・
祖
父

費
１
組
500
円
（
3
人
目
以
降
100
円
）

持
軽
食
、
防
寒
具

申
2
月
20
日
㈭
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

時
2
月
21
日
㈮
10
時
〜
15
時

対
定
費
子
育
て
中
の
方
・
20
人
（
申

込
順
）
・
2
千
800
円

持
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
4
㌔
㌘
の

み
そ
が
入
る
容
器

申
2
月
20
日
㈭
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

森
の
よ
う
ち
え
ん

 

冬
の
親
子
登
山

な
が
ぐ
つ
レ
ン
ジ
ャ
ー

 

生
き
物
調
査
パ
ト
ロ
ー
ル

父
と
子
の
日

 

思
い
っ
き
り
雪
遊
び

ｍ
マ

マ

ａ
ｍ
ａ
の
た
め
の
サ
ロ
ン

　
 

大
豆
Ｃカ

フ

ェ

Ａ
Ｆ
Ｅ
・
み
そ
づ
く
り

　

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
を
履
い
て
、

ち
ょ
っ
と
し
た
山
登
り
を
楽
し
み
ま

す
。

時
2
月
16
日
㈰
10
時
〜
15
時

対
定
費
18
歳
以
上
の
方
・
12
人
（
申

込
順
）
・
600
円

持
防
寒
具
、
着
替
え
、
昼
食
、
飲
み

物
申
2
月
15
日
㈯
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

　

歩
く
ス
キ
ー
で
森
の
中
を
散
策
し
、

の
ん
び
り
し
た
時
間
を
過
ご
し
ま
す
。

時
3
月
4
日
㈫
10
時
〜
14
時

対
定
費
18
歳
以
上
の
方
・
15
人
（
申

込
順
）
・
800
円

持
防
寒
具
、
昼
食
、
飲
み
物

申
3
月
3
日
㈪
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

　

鉱
山
の
冬
の
森
を
探
検
し
よ
う
。

時
2
月
23
日
㈰
10
時
〜
12
時

対
定
小
学
生
以
上
・
10
組
（
申
込
順
）

費
持
１
人
100
円
・
防
寒
具

申
2
月
22
日
㈯
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

　

森
の
枝
払
い
の
後
は
、
お
い
し
い

お
や
つ
が
待
っ
て
い
ま
す
。

時
2
月
22
日
㈯
10
時
〜
13
時

定
費
30
人
（
申
込
順
）
・
大
人
200
円
、

子
ど
も
100
円

持
防
寒
具
、
昼
食
、
飲
み
物
、
軍
手
、

タ
オ
ル

申
2
月
21
日
㈮
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

　

ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
ス

キ
ー
の
レ
ー
ス

で
す
。

　

男
女
別
3
㌔

㍍
・
5
㌔
㍍
の

コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

時
3
月
2
日
㈰
10
時
〜
13
時

対
定
費
中
学
生
以
上
の
方
・
30
人

（
申
込
順
）
・
１
千
200
円

持
防
寒
具
、
飲
み
物
、
歩
く
ス
キ
ー

セ
ッ
ト
（
お
持
ち
の
方
）

申
2
月
23
日
㈰
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

冬
の
プ
チ
登
山
会

た
ま
に
は
ア
ウ
ト
ド
ア
ラ
イ
フ

ホ
リ
デ
ー
た
ん
け
ん

〜
休
日
ガ
イ
ド
ウ
ォ
ー
ク
〜

里
山
づ
く
り
の
日

コ
ー
ザ
ン
ホ
ワ
イ
ト
レ
ー
ス
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問い合わせ　文化・スポーツ振興財団（☎88１１１６）

（全席指定）3,500円・前売り3,000円入場券
※4歳以下は膝上無料。
※前売り券完売時は、当日券はありません。
入場券販売
チケットよしもと、チケットぴあ、ローソンチケット、
市民会館、鷲別公民館、市役所内母子会売店、川西燃料店、アーニス、ぎんやレコー
ド、エルム楽器室蘭店で2月15日㈯より販売

ペナルティ、フルーツポンチ、チーモンチョーチュウ、
パンサー、ジューシーズ、サンモジ、市原、なかやまきんに君

出演者

４月20日日 市民会館
１回目

14時（13時30分開場）２回目
11時30分（11時開場）

市民会館市民会館
ほっこりお笑いライブ in 登別週末よしもと

第４弾!

◎ 

卒
業
準
備

　

2
月
を
迎
え
、
卒
業
期
で
あ
る

2
年
生
・
3
年
生
は
着
実
に
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
Ｃ
Ｇ
デ
ザ
イ
ナ
ー
科
・

ゲ
ー
ム
ク
リ
エ
イ
タ
ー
科
・
建
築

学
科
で
は
卒
業
制
作
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
3
月
に

札
幌
の
地
下
歩
行
空
間
で
開
催
す

る
卒
業
展
で
一
般
の
方
に
向
け
て

公
開
さ
れ
る
予
定
で
、
現
在
仕
上

げ
の
真
っ
最
中
で
す
。

2
月
の
体
験
入
学

• 

１
日
㈯
、
8
日
㈯　

11
時
30
分

〜
15
時
30
分

問
い
合
わ
せ　

入
学
広
報
室

 

（
☎
0
1
2
0

－

666

－

965
）

日
本
工
学
院
北
海
道

専
門
学
校
便
り

問
い
合
わ
せ　

☎
88
0
8
8
8

30
分
か
ら
『
ふ
れ
あ
い
カ
ラ
オ
ケ

大
会
』
を
行
い
ま
す
。

問
吉
野
さ
ん
（
き
っ
さ
ハ
ー
モ
ニ
ー

内
・
☎
85
3
9
7
0
）

所
市
民
会
館

内
障
が
い
児
・
者
作
品
展
示
、
授
産

製
品
販
売

※
2
日
㈰
は
13
時
か
ら
式
典
、
13
時

申
2
月
20
日
㈭
ま
で
に
と
も
か
な

 

（
☎
83
7
1
3
3
）

時
3
月
１
日
㈯
13
時
〜
15
時

内
お
内
裏
さ
ま
・
お
ひ
な
さ
ま
姿
で

写
真
撮
影
を
し
た
り
、
ひ
な
ま
つ

り
の
モ
ノ
づ
く
り
な
ど
を
し
ま
す

持
防
寒
具

申
2
月
28
日
㈮
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

ひ
な
ま
つ
り
イ
ベ
ン
ト

そ
の
他

　

た
っ
ぷ
り
積
も
っ
た
雪
の
上
を
ス

ノ
ー
シ
ュ
ー
で
ハ
イ
キ
ン
グ
し
ま
す
。

時
2
月
23
日
㈰
9
時
〜
15
時

所
サ
ン
ラ
イ
バ
ス
キ
ー
場
駐
車
場

対
定
費
18
歳
以
上
の
方
・
12
人
（
申

込
順
）
・
3
千
円
（
ス
ノ
ー

シ
ュ
ー
持
参
の
方
は
2
千
円
）

持
防
寒
具
、
昼
食
、
飲
み
物

申
2
月
21
日
㈮
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

カ
ル
ル
ス
の
森
き
ら
り

 

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
ハ
イ
ク

　

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
映
画
音
楽
や

ジ
ャ
ズ
を
楽
し
み
ま
す
。

時
2
月
8
日
㈯
14
時
〜
16
時

所
定
と
も
か
な
・
15
人
（
申
込
順
）

費
500
円
（
ケ
ー
キ
セ
ッ
ト
付
き
）

申
2
月
6
日
㈭
ま
で
に
と
も
か
な

 

（
☎
83
7
1
3
3
）

　

料
理
の
基
本
を
学
び
、
お
か
ず
１

品
と
酒
の
さ
か
な
を
作
り
ま
す
。

作
っ
た
料
理
は
、
2
人
分
持
ち
帰
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

時
2
月
22
日
㈯
15
時
〜
17
時

所
対
と
も
か
な
・
男
性

定
費
6
人
（
申
込
順
）
・
１
千
円

　

朗
読
の
録
音
テ
ー
プ
作
成
の
た
め

の
口
の
体
操
や
呼
吸
法
、
姿
勢
な
ど

を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

時
2
月
20
日
㈭
13
時
15
分
〜
15
時

所
し
ん
た
21

持
筆
記
用
具
、
上
履
き

申
2
月
17
日
㈪
ま
で
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
（
☎
88
2
0
8
0
）

時
3
月
１
日
㈯
、
2
日
㈰
10
時
〜
17

時
（
2
日
㈰
は
16
時
ま
で
）

レ
コ
ー
ド
を
楽
し
む
会

男
の
料
理
教
室 

体
験
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

『
障
害
者
週
間
』
記
念
事
業
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今月の新着図書
市立図書館
☎854324

※ 図書館では、毎月購入している本の全リストを
差し上げています。ご利用ください。

不用品ダイヤル市 お申し込み・お問い合わせは
登別消費者協会（☎858307）

火～金曜日（祝日を除く）10：00～16：00

※お申し込みは、市内に居住する方が対象で、登録期間は6カ月です。
　継続希望の場合は、再度お申し込みください。

　衣類、食料品、貴金属、美術品などの高価なもの、自動車、バイク、
　船、傷みの激しいものやあっせん品としてふさわしくないもの

▼登録できないもの

＝こどものほん＝

ゆずります（売ります）

●ひな人形（ガラスケース入り）●電子オルガン●ひな人形（ 7段）●ベ

ビー用風呂椅子●マージャンパイ●水筒（500㍉㍑）●室内用運動器具

●介護用ベッド●壁掛けガス給湯器●座卓（120×75㎝）●鳥籠（室内用）

●介護用尿取りパッド（20～30枚入、14袋）●漬物石（12㌔㌘、15㌔㌘）

●碁盤●机（木製）●ワープロ●電気マッサージ器●児童机（小学生～中

学生用）

ゆずってください（買います）

●スケートボード●白菊幼稚園男子制服（夏・冬）●ワープロ●ランプ

（灯油用）●鉄瓶●ベビーチェア●白菊幼稚園女子制服（夏・冬110～120

㎝）●風呂釜（灯油用）

わたしはマララ

ないたあかおに

マララ・ユスフザイ 著

浜
はま

田
だ

 廣
ひろ

介
すけ

 作　野
の

村
むら

 たかあき 絵

　女性が教育を受ける権利を訴
えて、イスラム武装勢力に銃撃
された16歳の少女マララの手記。
幼少期から、タリバンの台頭に
よる混乱、銃撃事件とその後ま
でを綴る。

　人間と友だちになりたい、心
のやさしいあかおにのために、
仲間のあおおにがある提案をし
ますが…。心やさしいおにたち
の友情を描いた不朽の名作。

◇会えてよかった 安
あん

野
の

　光
みつ

雅
まさ

 著
◇めぐり糸 青

あお

山
やま

　七
なな

恵
え

 著
◇ズッコケ中年三人組age48 那

な

須
す

　正
まさ

幹
もと

 著

◇ワニのお嫁さんとハチドリのお嫁さん 清
しみず

水たま子 文 竹
たけだしんざぶろう

田鎭三郎 絵
◇ペンギンとざんたい 斉

さい

藤
とう

　洋
ひろし

 作　高
たかばたけ

畠　純
じゅん

 絵
◇ぼくたちはなぜ、学校へ行くのか。 石

いし

井
い

 光
こう

太
た

 文

発見

登
別
温
泉
へ
の
玄
関
口
で
あ
る

Ｊ
Ｒ
登
別
駅
前
通
り
で
、
観
光
案

内
と
登
別
ブ
ラ
ン
ド
推
奨
品
を
販

売
す
る
鬼
な
び
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
、

昨
年
4
月
に
『
登
別
の
食
と
文
化

の
発
信
基
地
』
と
し
て
生
ま
れ
変

わ
り
ま
し
た
。

同
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
国
の
雇

用
創
出
事
業
の
終
了
に
伴
い
存
続

が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
商
店
主

や
青
年
会
の
会
員
ら
7
人
が
共
同

出
資
し
、
市
内
初
の
有
限
責
任
事

業
組
合
と
な
る
登
別
歓
鯨
舎
を
設

立
し
、
運
営
を
継
続
し
ま
し
た
。

登
別
歓
鯨
舎
は
、
メ
ン
バ
ー
全

員
が
対
等
な
立
場
で
そ
れ
ぞ
れ
の

専
門
性
を
生
か
し
運
営
に
あ
た
っ

て
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
の
ひ
と
り

で
登
別
商
店
会
会
長
で
も
あ
る
成な

り

田た

光み
つ

男お

さ
ん
は
「
鬼
な
び
は
登
別

の
顔
、
つ
ぶ
す
わ
け
に
は
い
か
な

い
」
と
力
を
込
め
ま
す
。

観
光
案
内
と
登
別
ブ
ラ
ン
ド
推

奨
品
販
売
を
強
化
す
る
一
方
、
青

空
市
や
鬼
か
ふ
ぇ
を
開
設
し
、
地

元
食
材
の
提
供
を
通
し
て
「
市
民

の
方
に
気
軽
に
立
ち
寄
り
、
地
元

の
魅
力
を
再
認
識
し
て
ほ
し
い
」

と
成
田
さ
ん
は
願
い
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
7
人
は
鬼
な
び
運
営

以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
奉
仕
活
動

に
精
を
出
し
て
い
ま
す
。
「
親
の

世
代
が
何
も
し
な
か
っ
た
か
ら
町

が
衰
え
た
と
子
ど
も
た
ち
に
言
わ

れ
た
く
な
い
。
登
別
を
活
気
あ
る

ま
ち
に
す
る
た
め
の
苦
労
は
買
っ

て
で
も
し
ま
す
」
と
成
田
さ
ん
は

意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

【沿革】
平成25年　有限責任事業組合登別歓鯨舎設立
【有限責任事業組合登別歓鯨舎】
所 在 地　登別東町 2丁目26－ 5
電話番号　83４４４１
ホームページ　http://kangei.ne.jp
事業内容　登別ブランド推奨品販売、観光案

内、鬼かふぇなど

企業編⑩　有限責任事業組合登別歓
かん

鯨
げい

舎舎
しゃしゃ
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地域だより
町内会のいきいき実践活動を紹介

登別市連合町内会事務局
市民サービスグループ内
☎85 2 1 3 9 　思85 7 6 7 4

﹇
富
岸
町
内
会
﹈

地
域
で
犯
罪
を
防
ご
う

歳
末
地
域
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

［若山団地町内会］
巧妙化する詐欺から身を守る
特殊詐欺被害防止講習会

［ありあけ町内会］

屋台ごっこは楽しいよ
ふれあい会食会

﹇
若
草
町
内
会
﹈

こ
ん
な
こ
と
も
で
き
る
ん
だ

パ
ソ
コ
ン
講
習
会

　

富
岸
町
内
会
は
、
不
審
者
や
車
上
荒
ら
し
、

空
き
巣
な
ど
の
犯
罪
を
寄
せ
付
け
な
い
地
域

づ
く
り
を
目
指
し
て
、
歳
末
の
夜
間
に
地
域

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。

　

厳
し
い
冷
え
込
み
の
中
、
参
加
し
た
20
人

は
二
手
に
分
か
れ
、
不
審
者
が
出
没
し
そ
う

な
暗
が
り
や
、
交
通
事
故
が
起
こ
り
そ
う
な

場
所
を
重
点
的
に
、
１
時
間
に
わ
た
り
町
内

を
見
回
り
ま
し
た
。

　

若
山
団
地
町
内
会
は
、
室
蘭
警
察
署
の
警
察
官
を
招
い
て

『
オ
レ
オ
レ
詐
欺
』
や
『
還
付
金
詐
欺
』
な
ど
の
特
殊
詐
欺

か
ら
身
を
守
る
た
め
の
講
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

講
習
会
で
は
「
払
い
過

ぎ
た
税
金
や
医
療
費
を
返

し
ま
す
」
と
言
い
、
現
金

自
動
預
払
機
（
Ａ
Ｔ
Ｍ
）

を
操
作
さ
せ
、
犯
人
の
口

座
に
送
金
さ
せ
る
『
還
付

金
詐
欺
』
な
ど
の
手
口
と

そ
の
対
策
が
、
市
内
で
発

生
し
た
実
例
を
交
え
て
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
ま
で
と
は
違
っ
た
内
容
の
『
ふ
れ
あ
い
会
食
会
』
を
企

画
し
よ
う
と
、
あ
り
あ
け
町
内
会
の
役
員
と
有
志
が
、
共
和

園
で
た
い
焼
き
や
焼
き
そ
ば
な
ど
の
屋
台
を
開
い
た
ほ
か
、

輪
投
げ
や
宝
引
き
な
ど
の

ゲ
ー
ム
を
行
い
、
子
ど
も

か
ら
高
齢
者
ま
で
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し

た
。

　

参
加
者
か
ら
は
地
域
こ

ぞ
っ
て
「
見
守
り
・
助
け

合
い
を
進
め
て
行
こ
う
」

と
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　

若
草
町
内
会
は
、
日
本
工
学
院
北
海
道
専

門
学
校
の
元
教
員
を
招
い
て
、
計
12
回
の
パ

ソ
コ
ン
講
習
会
を
実
施
し
、
受
講
者
は
最
終

日
に
、
講
習
会
で
使
い
方
を
学
ん
だ
文
章
作

成
や
表
計
算
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を
駆
使
し
て
、

忘
年
会
な
ど
の
開
催
案
内
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
写
真
の
加
工
や
日
記
帳
の
作
成
、

音
楽
Ｃ
Ｄ
の
作
成
な
ど
楽
し
み
な
が
ら
受
講

で
き
る
講
習
会
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

富
岸
町
内
会

　
　

会
長　

佐さ

藤と
う　

弘ひ
ろ

子こ

　

若
山
団
地
町
内
会　

会
長　

鈴す
ず

木き　

勝か
つ

保や
す

　

あ
り
あ
け
町
内
会

会
長　

手て

塚づ
か　

輝て
る

幸ゆ
き

若
草
町
内
会

　
　

会
長　

伊い

藤と
う　

秀ひ
で

男お

25 地 域 だ よ り
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か
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平
成
25
年
第
4
回
定
例
会
が
、
平
成
25
年
12
月
6
日
か
ら
12
月
19

日
の
14
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
に
は
10
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
市
長
が
掲
げ
る
市
政
運

営
の
取
り
組
み
や
地
区
懇
談
会
で
の
「
市
長
私
案
」
、
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
、
活
発
な
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
議
案

① 

平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
5
号
）
、
平
成
25
年
度
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
、
平
成
25
年
度
学

校
給
食
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）
、
平
成
25
年
度
公

共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）
、
平
成
25
年
度

カ
ル
ル
ス
温
泉
ス
キ
ー
場
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

② 

土
地
開
発
公
社
の
解
散
、
第
三
セ
ク
タ
ー
等
改
革
推
進
債
の
起
債

に
係
る
許
可
の
申
請

③ 

土
地
開
発
公
社
の
解
散
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例

の
制
定
、
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
設
置
条
例
の
制
定
、
下
水
道
事

業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
制
定
、
特
別
会
計
条
例
の
一
部
改

正
、
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
、
市
火
災
予
防

条
例
の
一
部
改
正
、
市
営
住
宅
条

例
の
一
部
改
正

④ 

西
い
ぶ
り
広
域
連
合
規
約
の
一
部

変
更

⑤ 

市
道
路
線
の
認
定
、
市
道
路
線
の

変
更

が
あ
り
、
各
議
案
に
つ
い
て
原
案
可

決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
意
見
書
に
つ
い
て
は
「
Ｊ

Ｒ
北
海
道
の
重
大
事
故
・
ト
ラ
ブ
ル

の
原
因
究
明
と
安
全
運
行
を
求
め
る

意
見
書
」
な
ど
5
件
を
可
決
し
ま
し

た
。

　

平
成
25
年
10
月
22
日
か
ら
24
日
ま
で
の
3
日
間
の
日
程
で
、
平
成
24
年

度
決
算
審
査
に
か
か
る
予
算
・
決
算
委
員
会
を
開
催
し
、
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
、
介
護
保
険
特
別
会
計
、
学
校
給
食
事
業
特
別
会
計
、
公
共
下

水
道
事
業
特
別
会
計
お
よ
び
一
般
会
計
歳
出
（
各
款
ご
と
）
、
一
般
会
計

歳
入
（
全
般
）
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
、
16
名
の
議
員
が
質
問
し
ま
し
た
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
、
介
護
保
険
特
別
会
計
、
一
般
会
計
に
つ
い

て
は
、
挙
手
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
に
よ
り
原
案
認
定
し
、
他
の
会
計

に
つ
い
て
は
、
全
会
一
致
で
原
案
認
定
お
よ
び
可
決
し
ま
し
た
。

　

各
議
員
の
質
問
内
容
に
つ
い
て
は
次
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

　

平
成
25
年
12
月
17
日
に
、
平
成
25
年
度
一
般
会
計
・
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
・
学
校
給
食
事
業
特
別
会
計
・
公
共
下

水
道
事
業
特
別
会
計
・
カ
ル
ル
ス
温
泉
ス
キ
ー
場
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑

一
般
会
計
補
正
予
算

•
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
運
営
管
理
費
に
つ
い
て

•
栄
町
保
育
所
民
営
化
構
想
の
協
議
内
容
に
つ
い
て

• 

児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
ぞ
み
園
運
営
業
務
委
託

に
つ
い
て

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

• 

雨
水
被
害
が
多
い
若
山
地
区
で
の
浸
水
対
策
に
つ
い
て

な
ど
の
質
問
に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ
答
弁
が
あ
り
、
各
議
案
に

つ
い
て
原
案
可
決
し
ま
し
た
。

平
成
25
年
第
4
回
定
例
会

予
算
・
決
算
委
員
会
（
平
成
25
年
度
補
正
予
算
審
査
）

予
算
・
決
算
委
員
会
（
平
成
24
年
度
決
算
審
査
）

将来の事業・政策についての「市長私案」に質問が集中！

栄町保育所民営化へ
平成26年度事業者選定！

市議会ホームページで、本会議などの生中
継と過去の議会映像をご覧いただけます

26 議会だより でぃすかす



　

産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
構
築
事
業
の
総
括
と
今
後

の
産
業
構
造
の
取
り
組
み
、
観
光
協
会
へ
の
助

成
金
な
ど
の
会
計
処
理
や
事
業
計
画
の
把
握
、

市
営
住
宅
改
修
事
業
に
絡
む
今
後
の
住
宅
政
策

な
ど
を
た
だ
し
た
。
ま
た
、
職
員
の
超
過
勤
務

の
要
因
と
職
員
配
置
な
ど
の
関
係
、
地
方
交
付

税
の
意
義
と
位
置
付
け
な
ど
の
考
え
を
問
う
た
。

松　

山　

哲　

男

松　

山　

哲　

男

①
救
急
医
療
啓
発
普
及
事
業
負
担
金

②
橋
梁
長
寿
命
化
計
画
策
定
委
託
料

③
広
域
幹
線
・
市
内
幹
線
道
路
網
の
整
備

④
学
校
開
放
事
業
費

な
ど
4
項
目
に
わ
た
り
、
事
業
の
内
容
や
効
果
・

今
後
の
展
開
な
ど
を
質
問
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事

業
の
必
要
性
に
つ
い
て
確
認
し
た
。

鈴　

木　

広　

之

鈴　

木　

広　

之

　

子
育
て
支
援
事
業
（
ひ
ろ
ば
型
）
運
営
委
託

料
に
関
し
、

① 

事
業
目
的
・
事
業
内
容
・
事
業
効
果
・
こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
の
経
緯
な
ど
に
つ
い
て

②
事
業
者
の
選
定
方
法
と
委
託
期
間
に
つ
い
て

③
事
業
を
進
め
る
う
え
で
の
課
題
に
つ
い
て

④
今
後
の
事
業
展
開
に
つ
い
て

な
ど
を
質
問
し
た
。

木　

村　

純　

一

木　

村　

純　

一

質　

有
害
鳥
獣
駆
除
経
費
に
つ
い
て
、
鳥
獣
被

害
対
策
実
施
隊
と
は
何
か
。
ま
た
今
後
の
対
策

は
。

答　

北
海
道
猟
友
会
室
蘭
支
部
を
実
施
隊
の
隊

員
と
考
え
て
お
り
、
条
例
を
制
定
し
、
市
が
隊

員
と
し
て
任
命
、
実
施
隊
を
組
む
こ
と
と
し
、

体
制
が
整
っ
た
段
階
で
年
に
2
回
か
ら
3
回
、

銃
器
に
よ
る
大
規
模
な
駆
除
を
考
え
て
い
る
。

村　

井　

寿　

行

村　

井　

寿　

行

質　

友
好
都
市
や
姉
妹
都
市
の
提
携
に
つ
い
て

今
後
ど
の
よ
う
な
考
え
を
持
っ
て
い
る
の
か
。

答　

現
在
は
、
白
石
市
と
姉
妹
都
市
、
デ
ン
マ

ー
ク
王
国
フ
ァ
ボ
ー
・
ミ
ッ
ド
フ
ュ
ン
市
、
中

国
広
州
市
と
友
好
都
市
、
海
老
名
市
と
ト
ラ
イ

ア
ン
グ
ル
交
流
を
し
て
い
る
。
今
後
は
市
民
団

体
等
の
交
流
が
高
ま
っ
た
時
点
で
検
討
す
る
が
、

基
本
的
に
は
交
流
都
市
の
拡
大
は
考
え
て
い
な

い
。

山　

田　

新　

一

山　

田　

新　

一

質　

防
災
対
策
強
化
事
業
費
に
お
け
る
自
己
備

蓄
の
市
民
周
知
に
つ
い
て
、
現
状
の
取
り
組
み

の
強
化
や
周
知
方
法
の
拡
大
を
図
る
こ
と
は
、

検
討
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答　

市
役
所
・
市
民
会
館
で
の
非
常
時
持
ち
出

し
セ
ッ
ト
の
展
示
や
研
修
会
な
ど
で
、
さ
ら
な

る
啓
発
が
図
れ
る
よ
う
工
夫
し
周
知
に
努
め
た

い
。

米　

田　

登
美
子

米　

田　

登
美
子

①
「
市
民
自
治
推
進
委
員
会
」
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
経
過
と
、
設
置
さ
れ
て
い
な
い
理

由
に
つ
い
て
。

②
「
登
別
市
青
年
就
農
給
付
金
」
と
「
き
ら
り

健
康
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
実
績
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
質
問
し
、
そ
れ
ぞ
れ
答
弁
が
あ
っ
た
。

沼　

田　

一　

夫

沼　

田　

一　

夫

　

事
業
系
の
生
ご
み
か
ら
生
産
さ
れ
る
「
た
い

肥
」
に
つ
い
て
質
問
。

　

20
㍑
の
た
い
肥
の
販
売
価
格
は
240
円
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
原
価
は
な
ん
と
4
千
900
円

で
あ
る
。
平
成
24
年
度
に
20
㍑
は
１
千
879
袋
。

5
㍑
は
601
袋
販
売
し
て
い
る
と
の
答
弁
が
あ
っ

た
。

　

今
後
、
受
益
者
負
担
や
見
直
し
を
考
え
る
べ

き
で
あ
る
と
訴
え
た
。

木　

村　

俊　

子

木　

村　

俊　

子

質　

市
内
に
お
い
て
暴
力
団
が
関
係
す
る
事
件

が
連
続
し
て
起
き
た
こ
と
か
ら
「
暴
力
団
排
除

条
例
」
制
定
に
つ
い
て
の
考
え
を
た
だ
し
た
。

答　

各
種
の
事
件
を
受
け
市
民
一
人
ひ
と
り
の

暴
力
根
絶
へ
の
決
意
を
新
た
に
し
た
が
、
条
例

制
定
に
つ
い
て
は
市
民
や
事
業
者
の
理
解
を
求

め
な
が
ら
近
隣
市
町
の
動
向
を
踏
ま
え
た
い
。

杉　

尾　

直　

樹

杉　

尾　

直　

樹

　

「
総
務
費
」
広
報
広
聴
経
費
、
私
立
幼
稚
園

学
校
給
食
指
導
経
費
、
「
民
生
費
」
戦
没
者
追

悼
式
関
係
経
費
、
「
農
林
水
産
事
業
費
」
西
い

ぶ
り
食
の
魅
力
向
上
研
究
会
負
担
金
、
「
土
木

費
」
道
路
排
水
対
策
事
業
費
、
「
社
会
教
育
費
」

市
民
マ
イ
プ
ラ
ン
講
座
経
費
、
市
民
が
記
憶
す

る
歴
史
収
集
事
業
費
に
つ
い
て
幅
広
く
質
問
し

た
。

工　

藤　

倶
二
雄

工　

藤　

倶
二
雄

質　

登
別
地
獄
ま
つ
り
半
世
紀
記
念
事
業
費
に

つ
い
て
、
全
市
観
光
と
市
内
経
済
活
性
化
を
願

う
視
点
か
ら
、
ま
つ
り
へ
の
市
民
参
加
で
市
民

交
流
と
地
域
活
動
の
活
性
化
を
誘
発
し
、
自
ら

が
来
泉
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
な
ど
3
カ
年
の
事
業
の

成
果
と
実
績
を
考
慮
し
、
今
後
の
実
施
計
画
を

問
う
。

答　

次
年
度
以
降
も
事
業
継
続
の
方
向
で
検
討

す
る
。

佐　

藤　

弘　

子

佐　

藤　

弘　

子

　

職
員
研
修
経
費
、
野
犬
掃
討
・
畜
犬
登
録
等

経
費
、
地
場
水
産
物
消
費
拡
大
（
登
別
漁
港
ま

つ
り
）
事
業
補
助
金
、
観
光
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
事
業
費
、
市
民
プ
ー
ル
バ
ス
パ
ッ
ク
事
業
委

託
料
の
5
事
業
に
つ
い
て
質
問
し
、
漁
港
ま
つ

り
に
お
け
る
地
場
水
産
物
の
格
安
購
入
の
た
め

の
補
助
金
継
続
と
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
」
活
動
の
拡

大
な
ど
を
提
案
し
た
。

二　

瓶　

秀　

幸

二　

瓶　

秀　

幸

質　

介
護
保
険
料
普
通
徴
収
に
お
け
る
第
2
段

階
の
滞
納
者
103
人
の
方
の
滞
納
理
由
を
把
握
し

て
い
る
か
。

答　

把
握
し
て
い
な
い
。

質　

経
済
的
理
由
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答　

一
概
に
非
課
税
世
帯
だ
か
ら
と
い
っ
て
低

収
入
と
は
言
え
な
い
。

佐
々
木　

久
美
子

佐
々
木　

久
美
子

質　

し
尿
処
理
手
数
料
に
関
し
、
現
状
の
認
識

と
、
今
後
の
対
応
を
聞
き
た
い
。

答　

し
尿
処
理
単
価
は
、
平
成
14
年
度
に
40
㍑

当
た
り
217
円
に
設
定
以
来
変
更
が
な
い
。
新
た

に
「
し
尿
投
入
施
設
」
も
新
設
さ
れ
て
お
り
、

処
理
負
担
や
消
費
税
が
8
％
へ
増
税
さ
れ
る
点

も
考
慮
し
、
改
定
時
期
を
検
討
し
て
い
る
。

石　

山　

正　

志

石　

山　

正　

志

　

通
学
合
宿
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
効
果
を

み
て
い
る
が
、
参
加
料
6
千
円
と
い
う
金
額
は
、

冷
え
込
ん
だ
経
済
状
況
の
中
で
高
額
と
考
え
る
。

高
学
年
と
も
な
れ
ば
、
家
計
を
考
え
、
参
加
し

た
く
て
も
我
慢
す
る
子
も
多
く
い
る
と
考
え
る
。

「
生
き
る
力
」
を
は
ぐ
く
む
体
験
と
い
う
な
ら
、

家
計
を
気
に
せ
ず
参
加
で
き
る
よ
う
、
来
年
度

か
ら
参
加
費
は
無
料
に
す
べ
き
と
求
め
た
。

渡　

辺　
　
　

勉

渡　

辺　
　
　

勉

質　

大
型
事
業
推
進
プ
ラ
ン
が
発
表
さ
れ
た
が
、

老
朽
化
し
て
い
る
給
食
セ
ン
タ
ー
の
改
築
に
つ

い
て
は
検
討
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答　

平
成
25
年
度
に
耐
震
診
断
を
行
い
、
そ
の

結
果
に
基
づ
い
て
、
耐
震
改
修
工
事
に
よ
る
延

命
化
を
図
る
か
、
新
設
す
る
の
か
を
年
度
内
に

検
証
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

高　

橋　

正　

美

高　

橋　

正　

美

平成24年度決算審査平成24年度決算審査　　10月22日・23日・24日の 3日間で審査を行いました
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質　

犬
な
ど
の
散
歩
に
よ
る
ふ
ん
尿
の
被
害

で
困
っ
て
い
る
方
々
が
い
る
が
、
相
手
側
へ

周
知
す
る
た
め
、
希
望
者
に
「
ふ
ん
害
防
止

の
た
め
の
啓
発
用
看
板
」
の
貸
し
出
し
は
で

き
な
い
か
。

答　

啓
発
用
看
板
に
つ
い
て
、
当
市
で
は
、

犬
の
散
歩
コ
ー
ス
と
し
て
利
用
さ
れ
る
河
川

敷
や
公
園
な
ど
に
設
置
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
希
望
す
る
各
町
内
会
等
に
貸
し
出

し
を
行
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
数
に
限
り
が
あ
る
が
、
個
人
か
ら

の
貸
し
出
し
希
望
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
在

庫
状
況
を
み
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
。

質　

地
区
懇
談
会
で
示
し
た
「
市
長
私
案
」

に
つ
い
て
、
市
長
発
言
の
意
図
と
今
後
ど
う

進
め
て
行
く
の
か
。
ま
た
庁
内
協
議
は
し
て

い
る
の
か
。

答　

多
く
の
市
民
が
中
長
期
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
、
目
標
を
定
め
て
夢
あ
る
ま
ち
の

実
現
を
語
り
合
う
こ
と
は
大
事
な
こ
と
で
あ

る
。
就
任
以
来
市
民
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の

思
い
を
拝
聴
し
て
、
庁
内
の
意
見
を
基
に
重

ね
た
ア
イ
デ
ア
の
一
部
を
「
市
長
私
案
」
と

し
て
話
し
た
。
今
後
は
地
域
で
議
論
を
重
ね

て
い
た
だ
き
、
地
域
の
方
々
の
求
め
に
応
じ

て
協
議
の
場
を
設
置
し
、
市
民
会
議
や
庁
内

会
議
の
検
討
材
料
と
し
た
い
。

質　

来
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
り
、
独
自

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
が
、
そ
の
約

2
割
の
記
述
が
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保

険
料
に
つ
い
て
の
内
容
で
あ
っ
た
。
そ
の
中

に
「
高
す
ぎ
る
。
支
払
い
の
限
界
を
超
え
、

食
費
を
削
り
、
近
所
付
き
合
い
も
制
限
さ
れ

る
。
せ
め
て
今
の
半
分
く
ら
い
の
額
に
。
」

と
の
声
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
行
わ
れ
る

国
保
運
営
協
議
会
に
お
い
て
、
市
民
の
切
実

な
声
を
反
映
す
べ
き
で
は
。

答　

市
内
経
済
が
厳
し
い
状
況
は
十
分
認
識

し
て
い
る
。
健
全
な
国
保
事
業
の
推
進
の
た

め
、
予
算
編
成
に
合
わ
せ
、
向
こ
う
3
カ
年

の
中
期
財
政
見
通
し
を
た
て
る
作
業
を
進
め

て
い
る
。

質　

当
市
の
各
種
が
ん
検
診
受
診
率
の
実
態

と
、
大
腸
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
な

ど
の
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
が
果
た
し
た
役

割
と
成
果
や
、
本
事
業
の
評
価
と
課
題
お
よ

び
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

答　

「
が
ん
検
診
推
進
事
業
」
開
始
前
後
の

受
診
率
は
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
は
4
・
7
％

か
ら
20
・
8
％
、
乳
が
ん
検
診
は
5
・
0
％

か
ら
20
・
6
％
、
大
腸
が
ん
検
診
は
2
・
0

％
か
ら
16
・
3
％
と
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
た
。

ま
だ
検
診
を
受
け
て
い
な
い
対
象
者
に
対
し

て
は
、
検
診
の
受
診
勧
奨
を
行
い
、
受
診
者

が
増
え
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。

質　

災
害
時
要
援
護
者
の
避
難
対
策
お
よ
び

名
簿
作
成
な
ど
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

答　

要
援
護
者
本
人
の
手
上
げ
方
式
や
民
生

委
員
等
か
ら
の
同
意
方
式
に
よ
る
登
録
で
あ

る
が
、
現
行
の
制
度
で
は
登
録
が
進
ん
で
い

な
い
。

　

こ
う
し
た
状
況
で
新
た
に
「
避
難
行
動
要

支
援
者
名
簿
」
の
作
成
が
市
町
村
に
義
務
付

け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
名
簿
を
活
用
し
た
地

域
の
共
助
力
に
よ
る
、
連
携
あ
る
避
難
支
援

が
な
さ
れ
る
よ
う
定
め
ら
れ
た
。

　

今
後
は
社
会
福
祉
協
議
会
に
よ
る
「
小
地

域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」
を
活
用
し
地
域
全

体
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

「
時
代
の
大
き
な
転
換
期
に
向
け
た
今
後

の
行
財
政
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」
を
大
綱

項
目
と
し
た
。
人
口
減
少
や
厳
し
い
財
政
状

況
な
ど
に
直
面
す
る
今
、
今
後
の
行
財
政
運

営
の
姿
勢
や
わ
が
ま
ち
の
進
む
方
向
性
な
ど

の
明
示
が
大
切
な
こ
と
か
ら
、
①
地
方
交
付

税
減
額
の
可
能
性
が
あ
る
職
員
給
与
削
減
撤

回
を
、
職
員
の
士
気
低
下
と
し
た
理
由
付
け

の
考
え
②
中
期
財
政
見
通
し
の
算
定
根
拠
③

大
型
事
業
推
進
プ
ラ
ン
と
新
た
な
公
共
施
設

整
備
方
針
と
の
関
連
性
④
十
分
な
庁
内
協
議

が
な
さ
れ
て
い
な
い
、
地
区
懇
談
会
に
お
け

る
市
長
私
案
提
示
の
問
題
点
な
ど
を
た
だ
し

た
。

　

観
光
振
興
を
通
じ
て
市
内
全
域
整
備
の
促

進
と
活
性
化
を
目
指
し
、
さ
ら
に
誘
客
も
促

進
す
べ
き
と
の
観
点
か
ら
数
点
の
質
問
を
し

た
。

質　

温
泉
地
区
の
道
路
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整

備
に
つ
い
て
の
現
状
と
今
後
の
方
針
に
つ
い

て
。

答　

現
状
の
道
道
整
備
に
引
き
続
き
今
後
も

道
路
や
歩
道
整
備
を
行
う
。
ま
た
駐
車
場
そ

の
他
に
つ
い
て
も
市
有
地
等
の
利
用
を
検
討

す
る
。

質　

第
50
回
を
機
に
多
く
の
市
民
が
参
加
し

た
地
獄
ま
つ
り
の
今
後
と
全
市
内
整
備
に
つ

い
て
。

答　

ま
つ
り
へ
の
参
加
促
進
は
継
続
す
る
。

ま
た
新
幹
線
開
通
に
も
合
わ
せ
広
域
的
な
整

備
を
検
討
す
る
。

ペ
ッ
ト
の
飼
育
に

ペ
ッ
ト
の
飼
育
に

  

つ
い
て

つ
い
て

村　

井　

寿　

行

市
長
私
案
に
つ
い
て

市
長
私
案
に
つ
い
て

  

問
う
問
う

山　

田　

新　

一

国
民
健
康
保
険
税
の

国
民
健
康
保
険
税
の

  

一
万
円
引
き
下
げ
を

一
万
円
引
き
下
げ
を

渡　

辺　
　
　

勉

登
別
市
が
ん
対
策
に

登
別
市
が
ん
対
策
に

  

つ
い
て

つ
い
て

木　

村　

純　

一

災
害
弱
者
へ
の

災
害
弱
者
へ
の

  

支
援
対
策
に
つ
い
て

支
援
対
策
に
つ
い
て

佐
々
木　

久
美
子

将
来
予
測
を
持
っ
た

将
来
予
測
を
持
っ
た

  

ビ
ジ
ョ
ン
提
示
を

ビ
ジ
ョ
ン
提
示
を

松　

山　

哲　

男

市
民
主
体
の
観
光
振
興
の

市
民
主
体
の
観
光
振
興
の

  

取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う

取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う

杉　

尾　

直　

樹

一 般 質 問一 般 質 問
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質　

児
童
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
ぞ
み
園

の
民
間
委
託
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
へ
の
説
明

会
が
何
度
か
行
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
が
、
保

護
者
の
方
の
意
見
で
特
に
多
か
っ
た
内
容
は
。

答　

民
間
委
託
す
る
こ
と
で
先
生
が
替
わ
る
こ

と
に
よ
る
不
安
を
感
じ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が

一
番
多
か
っ
た
。

佐
々
木　

久
美
子

佐
々
木　

久
美
子

質　

市
営
千
代
の
台
団
地
に
隣
接
す
る
道
有
地

取
得
に
関
し
て
、
遊
休
地
と
な
ら
な
い
よ
う
に

使
用
目
的
を
た
だ
し
た
。

答　

取
得
す
る
道
有
地
に
団
地
を
建
て
替
え
、

団
地
跡
地
に
栄
町
保
育
所
の
移
転
を
検
討
し
、

3
月
ま
で
に
保
育
所
民
営
化
構
想
の
基
本
方
針

を
策
定
し
、
6
月
を
め
ど
に
事
業
者
を
選
定
し

た
い
。

松　

山　

哲　

男

松　

山　

哲　

男

質　

「
下
水
道
事
業
費
」
の
委
託
費
900
万
円
増

の
理
由
に
つ
い
て
説
明
を
求
め
た
。

答　

若
山
町
地
区
の
雨
水
を
１
つ
の
幹
線
排
水

に
集
め
る
予
定
を
3
つ
に
分
け
た
た
め
、
諸
条

件
の
変
更
で
実
施
設
計
の
増
額
が
必
要
と
な
っ

た
。
こ
の
地
区
に
お
け
る
浸
水
対
策
は
、
来
年

度
か
ら
3
カ
年
か
け
面
整
備
を
予
定
し
て
い
る
。

石　

山　

正　

志

石　

山　

正　

志

質　

ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
運
営
管
理
経
費
に

つ
い
て
、
通
常
の
修
繕
料
を
上
回
り
、
補
正
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
は
何
か
。

答　

通
常
の
修
繕
料
の
ほ
か
に
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
、

エ
ア
コ
ン
な
ど
突
発
的
な
修
理
の
必
要
性
が
生

じ
た
た
め
に
今
回
補
正
予
算
を
計
上
し
た
。

渡　

辺　
　
　

勉

渡　

辺　
　
　

勉

補正予算審査補正予算審査　　12月17日に審査を行いました　　12月17日に審査を行いました

登
別
市
・
白
老
町
議
会

登
別
市
・
白
老
町
議
会

議
員
研
修
会
が

議
員
研
修
会
が

　
　
　

開
催
さ
れ
ま
し
た

　
　
　

開
催
さ
れ
ま
し
た

　

本
年
の
研
修
会
の
テ
ー
マ
は
、
「
災

害
対
応
と
避
難
所
運
営
に
つ
い
て
」
で
、

災
害
発
生
時
か
ら
避
難
所
を
開
設
し
運

営
を
行
う
と
い
う
趣
旨
で
の
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
経
験
し
た
。
災
害
が
発
生
し

て
か
ら
、
避
難
所
で
受
付
を
ど
こ
に
す

る
の
か
、
障
が
い
者
・
ひ
き
こ
も
り
・

雨
で
濡
れ
た
方
、
犬
な
ど
の
ペ
ッ
ト
を

連
れ
て
の
避
難
、
ス
ト
ー
ブ
も
限
ら
れ

て
い
た
り
、
毛
布
が
到
着
し
た
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
状
況
に
対
し
模
擬
体
験
を
し

た
。

　

ま
た
「
防
災
・
減
災
」
の
基
本
は
、

発
生
の
災
害
を
よ
く
知
る
こ
と
、
自
ら

を
取
り
巻
く
環
境
を
よ
く
知
る
こ
と
、

そ
れ
ら
の
知
識
を
生
か
す
こ
と
を
継
続

し
実
践
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
「
災

害
が
発
生
し
た
と
き
や
、
災
害
の
あ
ら

ゆ
る
時
間
軸
に
お
い
て
命
を
守
る
」
こ

と
が
大
切
だ
と
学
ん
だ
。

　

市
長
は
市
民
と
の
意
見
交
換
を
基
に
、
ま

ち
づ
く
り
の
市
長
私
案
を
打
ち
出
し
た
。
市

長
と
し
て
私
案
を
打
ち
出
す
の
は
当
然
の
こ

と
で
あ
る
。
そ
の
中
か
ら
、
平
成
8
年
に
策

定
さ
れ
た
長
期
総
合
計
画
に
う
た
わ
れ
て
い

る
、
登
別
市
の
あ
る
べ
き
姿
に
向
っ
て
、
市

民
の
代
表
で
あ
る
議
員
と
の
議
論
を
経
て
、

財
政
状
況
を
見
定
め
、
実
施
計
画
を
策
定
す

べ
き
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
長
期
総
合
計
画
や

各
地
区
土
地
利
用
計
画
と
の
整
合
性
に
対
し
、

見
解
を
た
だ
し
た
。
ま
た
市
長
私
案
に
つ
い

て
は
議
員
や
市
民
提
案
、
計
画
立
案
済
み
、

そ
し
て
市
長
の
独
自
案
な
ど
区
分
し
て
示
す

べ
き
と
提
言
し
た
。

　

温
暖
化
の
影
響
が
出
て
き
て
い
る
の
か
、

近
年
地
球
規
模
で
災
害
が
発
生
し
て
い
る
。

当
市
も
昨
年
の
暴
風
雪
で
の
大
停
電
を
体
験

し
大
変
不
便
な
時
間
を
過
ご
し
た
が
、
逆
に

得
る
も
の
も
た
く
さ
ん
あ
り
、
こ
の
教
訓
を

生
か
す
べ
く
、
北
海
道
地
域
防
災
計
画
や
当

市
の
地
域
防
災
計
画
の
活
用
に
つ
い
て
質
問

し
た
。

　

ま
た
防
災
は
、
市
民
も
被
害
者
意
識
を
持

た
ず
「
自
助
」
「
公
助
」
「
共
助
」
の
精
神

で
、
自
分
の
身
は
自
分
で
守
り
、
避
難
訓
練

も
必
要
だ
が
、
防
災
に
対
し
て
の
知
識
や
災

害
訓
練
も
必
要
で
、
防
災
計
画
も
絵
に
描
い

た
餅
と
な
ら
な
い
よ
う
に
た
だ
し
た
。

　

今
後
少
子
・
高
齢
化
と
人
口
減
が
予
想
さ

れ
、
市
内
の
生
産
年
齢
人
口
が
減
っ
て
く
る

中
、
子
育
て
や
老
後
の
支
援
・
環
境
を
充
実

さ
せ
る
た
め
財
源
が
必
要
で
あ
り
、
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
今
や
ら
な
け
れ
ば
当
市
は

衰
退
し
て
い
く
と
の
思
い
か
ら
、
商
店
街
の

活
性
化
、
観
光
客
誘
客
活
動
、
登
別
名
物
・

グ
ル
メ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
た
だ
し
た
。

　

最
後
に
「
オ
ー
ル
登
別
に
よ
る
地
域
の
活

性
化
」
が
期
待
で
き
る
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
の
新
た
な
し
か
け

4

4

4

と
し
て
、
登
別
名
物

を
『
激
辛
（
地
獄
）
フ
ー
ド
！
』
と
し
て
は

ど
う
か
と
提
案
し
た
。

登
別
市
に
お
け
る

登
別
市
に
お
け
る

  

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

山　

口　

賢　

治

災
害
に
強
い

災
害
に
強
い

  

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

工　

藤　

倶
二
雄

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に

  

つ
い
て
名
物
を
提
案

つ
い
て
名
物
を
提
案

二　

瓶　

秀　

幸

平成25年平成25年
11月20日11月20日
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○議員定数はどのように考えていますか。 ○議員報酬についてどのように考えていますか。
増やした方がよい
3%

現状でよい
47%減らした方が

よい
41%

わからない
6%

無回答
3%

普通だと思う
41%

安いと思う
18%

わからない
9%

無回答
32%

平成25年度議会フォーラムを終えて

　10月16日、登別市民会館で、今後の議員・議会のあるべき姿や議員定数等について、北海道大学名誉教授　
神原勝氏による基調講演や、これまでの議員定数等に関し協議した事項を題材にし、市民との意見交換を中
心とした議会フォーラムを開催しました。その概要を報告します。

アンケート集計結果から　（参加者39名、アンケート回答数34名）

　講演では、
①この30年間、定数削減の流れが続いているが、代表機関としての議会の限界
② 議員定数の削減を求める理由は、財政のひっ迫、近隣や同規模の自治体との横並び、人口減少、市民の代
表として仕事をしているように見えないなどの要因だが、定数を
判断する上で、合理性があるのか
③ あるべき議員・議会像を確立して改革を確実に継続することや、
議会費全体で議会費のあり方の検討、現行定数の評価を考える必
要性
④ 市民と議員を納得させる改革案の検討を行う議会改革諮問会議の
設置や、議員候補者を増やすための充実したセミナーを開催すべ
き
などといった問題提起がなされました。
　講演からは、議員定数と報酬などについての論理的な考え方や今
後の議員・議会のあり方などについて、多くの示唆がありました。

基調講演「あるべき議員・議会像から考える議員定数」から

▲神原勝氏の基調講演の様子

　市民からは、「市民と議会をどう結ぶか」、「議員活動が見えない」、「議員・議会の情報などと共に、
市民の意見を聞いてほしい」などと、多くの意見と提起をいただきました。今後、これらに目を向けた取り
組みを進めて行こうと考えます。
　また、議会フォーラムへの参加者の減少傾向などからも、今
後の議会フォーラムのあり方も検討していくことが必要ですが、
登別市議会基本条例に掲げている議会の活動原則における「市
民との議論の場」および委員会活動での「市民との意見交換の
場」として、どうあるべきかについても、市民の皆さんとより
一層の意見交換が大切と再認識した議会フォーラムでした。
　なお、本フォーラムの報告書は、登別市議会ホームページに
掲載しています。

市民意見から

▲意見交換会の様子

30 議会だより でぃすかす



委 員 会 だ よ り委 員 会 だ よ り

　

11
月
に
福
島
県
郡
山
市
・
南
相
馬
市
、
宮
城

県
大
崎
市
・
白
石
市
を
視
察
し
、
読
書
推
進
の

取
り
組
み
・
高
度
情
報
化
計
画
、
行
財
政
改
革
・

防
災
に
つ
い
て
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
た
め
の
団

体
の
連
携
の
あ
り
方
、
定
住
自
立
圏
構
想
な
ど

を
テ
ー
マ
と
し
て
調
査
し
ま
し
た
が
、
そ
の
先

進
的
な
取
り
組
み
を
今
後
市
政
に
反
映
で
き
る

よ
う
提
言
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
幌
別
中
学
校
に
お
い
て
、
い
じ
め
問
題

に
つ
い
て
の
教
育
研
究
会
が
開
催
さ
れ
、
公
開

授
業
の
参
観
、
取
り
組
み
の
発
表
や
教
師
対
象

の
研
修
が
あ
り
視
察
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
市
内
小
中
学
校
全
体
で
一
丸
と
な
っ
た
取

り
組
み
に
、
今
後
さ
ら
な
る
子
ど
も
の
た
め
の

教
育
環
境
づ
く
り
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

10
月
に
開
催
し
た
議
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
議

員
定
数
等
に
係
る
内
容
と
し
、
神
原
勝
先
生
の

基
調
講
演
と
、
こ
れ
ま
で
に
協
議
を
重
ね
た
定

数
等
の
資
料
を
配
布
し
、
市
民
と
の
意
見
交
換

会
を
行
い
ま
し
た
。
講
演
演
題
の
「
あ
る
べ
き

議
員
・
議
会
像
か
ら
考
え
る
議
員
定
数
」
で
は
、

議
員
・
議
会
活
動
の
ル
ー
ル
化
や
市
民
の
厳
し

い
目
を
も
っ
た
議
員
・
議
会
活
動
の
評
価
の
必

要
性
な
ど
、
多
く
の
示
唆
を
得
ま
し
た
。

　

ま
た
市
民
の
意
見
か
ら
は
、
議
員
・
議
会
が

十
分
に
見
え
て
い
な
い
こ
と
か
ら
「
見
え
る
化
」

へ
の
取
り
組
み
が
大
切
だ
と
痛
感
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
各
会
派
の
定
数
等
の
考
え
を
提
示
し
、

市
民
と
の
意
見
交
換
会
を
経
て
、
議
会
と
し
て

の
考
え
を
ま
と
め
、
3
月
定
例
会
に
条
例
提
案

す
る
予
定
で
す
。

　

委
員
会
は
所
管
事
務
調
査
案
件
の
審
査
、
調

査
・
研
究
で
16
回
開
催
し
て
お
り
、
12
月
18
日

に
は
議
会
サ
ポ
ー
タ
ー
2
名
を
迎
え
、
意
見
交

換
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

委
員
会
の
活
動
計
画
に
あ
る
、
経
済
活
性
化

に
向
け
た
「
登
別
市
中
小
企
業
地
域
経
済
振
興

基
本
条
例
」
に
関
連
し
、
先
進
地
で
あ
る
大
阪

府
東
大
阪
市
を
視
察
し
、
も
の
づ
く
り
産
業
を

守
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
学
ん
で
き
ま
し

た
。

　

ま
た
下
水
道
事
業
の
地
方
公
営
企
業
法
適
用

に
つ
い
て
も
、
先
進
地
で
あ
る
兵
庫
県
加
東
市

を
視
察
し
、
企
業
会
計
移
行
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ

ウ
を
学
ん
で
き
た
の
で
、
今
後
は
運
用
な
ど
に

つ
い
て
担
当
部
局
と
調
査
研
究
し
て
行
き
ま
す
。

　

今
後
、
市
内
企
業
と
の
意
見
交
換
会
を
平
成

26
年
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

11
月
に
は
の
ぼ
り
べ
つ
男
女
共
同
参
画
懇
話

会
お
よ
び
プ
ラ
タ
ナ
ス
と
の
意
見
交
換
会
を
実

施
。
男
女
共
同
参
画
の
さ
ら
な
る
必
要
性
と
理

解
を
深
め
ま
し
た
。

　

ま
た
釧
路
市
を
視
察
し
、
生
活
保
護
受
給
者

の
居
場
所
を
つ
く
り
、
受
給
者
が
誇
り
の
持
て

る
環
境
を
整
備
す
る
「
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

の
取
り
組
み
を
調
査
。
受
給
者
の
エ
ン
パ
ワ
ー

メ
ン
ト
を
評
価
し
、
援
助
者
と
の
ず
れ
を
見
つ

め
「
人
を
支
え
る
生
活
保
護
」
へ
の
転
換
を
図

る
こ
と
が
福
祉
事
務
所
の
役
割
と
さ
れ
て
お
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
生
活
保
護
を
受
給
す
る
以
前

の
生
活
困
窮
者
に
対
す
る
「
釧
路
市
生
活
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
け
る
先
駆
的
な
取
り
組

み
も
行
っ
て
お
り
、
今
後
こ
れ
ら
を
反
映
し
て

活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

総務・教育委員会 議会運営委員会

観光・経済委員会 生活・福祉委員会

▲東大阪市視察の様子

▲意見交換会の様子
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プログラム

午前の部（９時開始）

カルルス温泉冬まつり
３月２日日 カルルス温泉サンライバスキー場

サンライバスキー場で雪と親しむゲームに参加しませんか。
　寒さを吹き飛ばすイベントをたくさん用意していますので、皆さん、ぜひお越しください。

楽しい
イベント

盛りだくさん

•雪中みかん拾い
•無料スキー講習会（定員30人）
•無料スノーボード講習会（定員20人）
※講習会は、リフトに乗ることができる小学生以上の方
　が対象で、当日受け付けが必要です。
•歩くスキーの集い（林間コース6㌔㍍、当日受け付け）
•登別市長杯・アルファスポーツ賞
　少年スキー大会（事前申込制、午後・表彰式）
•親子ボブスレー（定員100組、当日受け付け）
•ストライクワン（景品が無くなり次第終了）
•ホールインワン（景品が無くなり次第終了）
•オロフレ雪原宝さがし

•雪上もちまき
•石狩鍋・ディア（鹿肉）シチューふるまい
　（石狩鍋400食、ディアシチュー200食）

※各イベントの開始時間など、詳しくは同まつり実行委員会
　にお問い合わせください。

問い合わせ
同まつり実行委員会

（登別観光協会内・☎843311）

午後の部（13時開始）
▼日時　 2月16日㈰　10時～15時

▼場所　総合公園だて歴史の杜

▼イベント内容　
• 屋外広場…特設すべり台、働くく
るま展示会、スタンプラリー、宝
探し、Ｄ

ダ ッ シ ュ

ＡＳＨ春一番伊達福男競
争、雪だるまストラックアウト、
もちまき、飲食ブースなど

• 屋内会場…昔の伊達街角写真館、
フラワーアレンジメント

▼  問い合わせ　同実行委員会（伊達
青年会議所内・☎ 0 1 4 2 ㉓ 4 0
5 3 ）

真冬の氷上B
バーベキュー

BQ
『BBQ o

オ ン

n I
ア イ ス

CE 2014』
第五戦

伊達雪まつり冬の陣

▼月日　 2月 8日㈯・ 9日㈰

▼場所　ポロト湖特設会場

▼  内容　氷上『手ぶらでＢＢＱコー
ス』…白老牛と道産豚焼肉150㌘、
野菜、おにぎり、ワンドリンク

▼時間　10時～15時

▼前売り券　2,000円（当日2,500円）
※ ポロトコタン割引券とポロト温泉
割引券付き。
※ 前売り券を希望する方は、白老観
光協会にお申し込みください。

▼問い合わせ　白老観光協会
 (☎ 0 1 4 4 82 2 2 1 6 )

だんパラスキー場の冬のイベント

①むろらん冬まつり
　もちまきや大じゃんけん大会のほ
か、雪山の宝さがしなどを行います。

▼日時　 2月16日㈰　10時～

▼問い合わせ　だんパラスキー場
 （☎43 5 6 0 0 ）
②雪像ゆきまつり i

イン

n だんパラ
　バラエティに富んだ手作りの雪像
が並びます。スノーバーも開店。

▼  日時　 2月14日㈮～16日㈰　10時
～（14日は17時～）

▼  問い合わせ　同実行委員会・中村
さん（☎090‒8273‒7417）


